
10
年
前
は
僕
も

こ
ん
な
だ
っ
た
ん
だ

11月15日に石仏小学校で開催された
「いのちはぐくむ交流授業」。

赤ちゃんと接し、その保護者に色々なお話を聞きます。
自分が産まれた時の親の想いに少し触れ、
親になった時のことを想像します。

子どもたちが思うことをのぞいてみてください。
（22ページに関連記事）
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 11月30日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

108,570(-67) 51,493(-39) 57,077(-28) 47,410(+16)

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳
しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

02 年頭のご挨拶
未来への改革元年 スマートシティをめざして

04 今月の焦点
生涯楽習 ～自らデザインし、自ら学ぶ～

10 情報 PICK UP
・市民まつりに参加しませんか
・かわちながのキラキラウインターショップ
　ラリー開催中
・副市長に塩谷氏を選任

11 年始の業務案内
（ごみ・し尿、水道などの業務や各施設の業務開始日）

11 市政と関連情報  モックル生活ガイド
人権11、安全安心12、高齢者12、障がい者12、
健康13、フォト13・15、暮らし14、保険・年金
16、パブリックコメント16、事業所17、その他
17・25、子育て20、教育・文化21、税金24

18 フォトニュースかわちながの

26 コラム
・はいこちら教育相談センターです
・商品やサービスについての苦情や相談は消費
　生活センターへ

27 情報プラザ
お知らせ 27、講演・講座 27、展示・催し
31、 スポーツ 32、募集 33、相談 34

36 かわちながの ものづくり探訪15
大東食品機械株式会社

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

未
来
へ
の

改
革
元
年

ス
マ
ー
ト
シ
ティ
を
め
ざ
し
て

市
長
　
島
田
智
明

「いのちはぐくむ交流授業」（22ページに関連記事）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
よ
り
ご
信
任
を
受
け
、
市
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、
市
政

改
革
に
対
し
て
た
く
さ
ん
の
ご
期

待
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
改
め
て

市
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
「
未
来
へ
の
改
革
」
に
対
す
る

ご
理
解
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
職
員
一
丸

と
な
っ
て
改
革
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
本
市
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
指
針
で
あ
る
第
５
次

総
合
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
大
き
な

課
題
と
な
る
中
、
本
市
の
将
来
都

市
像
で
あ
る
「
人
・
自
然
・
歴
史
・

文
化
輝
く
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
ま

ち　

河
内
長
野
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
資
源
を
活い

か
し
て
工
夫
を
重

ね
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま

ち
を
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
位

置
付
け
、「
ス
マ
ー
ト
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
以
下
を
三
つ
の
柱
と

し
て
、
人
々
に
「
選
ば
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
①
定
住
人
口
の
維
持
を
目
指

し
た
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」、
②

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
③
行

財
政
改
革
の
推
進
を
目
指
し
た

「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」。

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
）

　

ま
ず
、
定
住
人
口
の
維
持
に
向

け
て
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る

世
代
が
「
本
市
で
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
、
保

育
や
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
な
ど
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
を
総
合
的
に
推
進
し
、
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
学
力
を

伸
ば
す
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
多
世
代
が
支
え
あ
う
暮

ら
し
を
目
指
し
、
新
た
に
親
と
同

居
・
近
居
す
る
子
育
て
世
帯
な
ど

へ
住
宅
補
助
を
提
供
し
ま
す
。
併

せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
南
花
台
を

中
心
に
展
開
す
る
ス
マ
ー
ト
エ
イ

行
財
政
の
効
率
的
な
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
）

　

最
後
に
、
行
財
政
改
革
の
推
進

に
向
け
て
、
民
間
企
業
に
お
け
る

経
営
管
理
手
法
を
地
方
自
治
体
運

営
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
業
務

改
善
の
方
策
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
な
ど
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
、
本
市
や
本
市
の
産
品
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
技
法
、
複
式
簿
記
や
発

生
主
義
な
ど
の
企
業
会
計
手
法
を

取
り
入
れ
た
新
公
会
計
制
度
な
ど

を
導
入
し
、
効
率
的
・
経
済
的
な

行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　　

結
び
に
、
み
な
さ
ん
に
と
り
ま

し
て
、
本
年
が
輝
か
し
い
希
望
に

あ
ふ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

年頭のご挨拶年頭 挨拶

大
阪
南
部
高
速
道
路
ポ
ス
タ
ー
▶

ジ
ン
グ
事
業
な
ど
を
拡
充
し
、
地

域
社
会
の
新
し
い
仕
組
み
作
り
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
の
防
災
・
防
犯
活
動
を
支
援
し
、

み
な
さ
ん
と
と
も
に
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

　

次
に
、
交
流
人
口
の
増
加
に
向

け
て
、
豊
か
な
歴
史
・
文
化
遺
産

や
自
然
を
活
か
し
、
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
を
誘
致
し
、
賑に

ぎ

わ
い
に

繋つ
な

げ
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
奥
河
内

く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
を
道
の
駅
に
登

録
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
府
立
花

の
文
化
園
な
ど
と
連
携
し
て
エ
リ

ア
全
体
を
活
性
化
し
、
体
験
型
観

光
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
観
光
振
興
と

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
楠
木

正ま
さ

成し
げ

・
正ま

さ

行つ
ら

親
子
を
テ
ー
マ
に
、
関

係
市
町
村
と
連
携
し
て
日
本
遺
産

へ
の
認
定
を
目
指
し
、
新
た

な
魅
力
を
創
出
し
ま
す
。
さ

ら
に
、大
阪
南
部
高
速
道
路

（
大だ

い

南な
ん

高こ
う

）
や
堺
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
推
進
な

ど
に
よ
り
、
新
し
い
人
の
流

れ
を
促
進
す
る
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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図
書
館
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

学
習
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

パ
ル

〜
次
代
を
に
な
う
若
者
へ
〜

問い合わせ　ふるさと文化財課・図書館・地域教育推進課・文化・スポーツ振興課

生涯学習とは、人々が生涯にわたって取り組む学習です。
市では、生涯学習を学校教育とそれ以外に分け、後者を生涯学習と
位置づけ、社会教育の推進、文化活動やスポーツ活動の振興、そして
自学自習の拠点施設でもある図書館における施策を推進しています。
教育大綱に定める基本理念「ふるさとのつながりによる豊かな学び
～輝く人づくりのために～」を達成するため、以下の３つの方針を
掲げ、取り組んでいる事業をご紹介します。自らの「楽

がく

習」を見つけ、
自ら学ぶ活動を、市は様々な面からお手伝いします。

■
開
館
時
間
は
午
後
８
時
ま
で

　

学
校
帰
り
、
お
仕
事
帰
り
の

利
用
に
便
利
で
す
。

■
約
40
万
冊
の
蔵
書（
本
館
の
み
）

　

読
み
た
い
本
の
予
約
・
リ
ク

エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
。

■
年
間
貸
出
数
が
２
年
連
続
で

全
国
ト
ッ
プ

　

同
規
模
自
治
体
中
全
国
１
位
。

（
平
成
27
年
度
約
１
１
３
万
冊
）

■
新
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た

　
「
い
き
い
き
健
康
コ
ー
ナ
ー
」

　

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
組
織
『
リ
ー

デ
ィ
ン
グ 

パ
ル
』
は
、
成
功
や
失

敗
を
経
験
し
、
社
会
に
出
て
い
く

若
者
の
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

■
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
募
集
中

対
象　

高
校
生
〜
25
歳

主
な
活
動
内
容　

小
学
生
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
、
子
ど

も
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

図書から学ぶ
学ぶためには、図書館などの学ぶ場の提供、
そしてその環境を整えるための資料整備は欠かせません。
あなたの学びたい情報を提供できるよう、
市ではこんな取り組みをしています。

を
開
設
し
、
高
齢
者
向
け
の
紙
芝

居
や
大
活
字
本
、
録
音
図
書
（
朗

読
の
Ｃ
Ｄ
な
ど
）を
揃
え
て
い
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
が
充
実

　
子
ど
も
向
け
の
お
は
な
し
会
・
調

べ
学
習
支
援
講
座
や
、古
文
書
・
歴

史
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

専
門
の
司
書
が
調
べ
物
の
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

活
動
目
的　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
通
じ

て
、
社
会
参
画
し
、
地
域
の
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
を
育
ん
で
い
ま
す

　

今
後
も
様
々
な
活
動
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

あなたの力を地域に活かす
あなたの学びは地域の力に変わります。

個人の生きがいや自己実現が社会を動かす力へ、
そんな学習を目指して、機会を提供しています。

地域に身近な公民館図書室
　図書館と共通の利用登録ができる、身近な施設
として設置しています。ぜひご利用ください。図
書館所蔵本の貸出や返却も可能です。また、貸し
出しを受けた館以外でも返却ができます。
▶設置場所　８公民館全て　▶蔵書数　7 ～
8000冊　▶貸出実績　年間約 11万 5000冊
問い合わせ　文化・スポーツ振興課

郷土「ふるさと河内長
野」に誇りを持ち、大
切にする態度を育て、
世界への目を向ける人
材を育成します。

地域総ぐるみで子ども
を守り育む地域社会の
実現をめざします。

生涯を通じて学び続
け、学びの成果を活

い

か
すことができる場と機
会を充実します。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

市
国
際
交
流
協
会（
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

は
、
平
成
4
年
に
設
立
、
今
年
で

25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の

視
点
か
ら
国
際
協
力
、
多
文
化
共

生
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
10

月
現
在
、
会
員
４
６
９
口
。
入
会

は
随
時
受
付
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
紹
介

　

日
本
語
サ
ロ
ン
（
日
本
語
支
援

活
動
）、
語
学
ク
ラ
ブ
（
語
学
交
流

活
動
）、
国
際
料
理
教
室
（
交
流
活

動
）、
夏
休
み
子
ど
も
絵
画
教
室

（
カ
ー
メ
ル
市
交
流
活
動
）、
お
月

見
会
、
ゆ
か
た
着
付
け
（
多
文
化

共
生
活
動
）、
ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン

ズ
（
青
少
年
育
成
活
動
）
な
ど

■
緊
急
時
の
外
国
人
支
援
も
実
施

　

外
国
人
で
も
す
ぐ
分
か
る
「
絵

文
字
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）」
導
入
や

「
地
域
防
災
訓
練
」に
外
国
人
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

訪
日
外
国
人
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
必
要
と
な

る
協
会
活
動
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

▲３か月に１回会報誌を発
行しています

地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

公
民
館
（
8
館
）
は
地
域
の
学

び
の
拠
点
を
目
指
し
、
活
動
中
で

す
。

■
主
催
講
座
〜
6
つ
の
現
代
的
課

題
で
開
催
〜

　
「
人
権
」、「
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
支
援
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」、「
伝
統
文
化
・
郷
土
歴
史
」、

「
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
」、「
安

全
、
安
心
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
２
２
０
以
上
の
主
催
ク
ラ
ブ
や

登
録
団
体
が
活
動
中

　

書
道
や
絵
画
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

発
表
会
や
、
利
用
者
が
講
師
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
「
ふ
れ

あ
い
合が

っ

校こ
う

」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
（
33
ペ
ー
ジ
参
照
）。

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

市民の学習を推進する
～河内長野市民大学「くろまろ塾」開講中～

　「いつでも・どこでも・だれでも・なんでも・みずから」
学ぶため、誰もが学習意欲を持ち、「協働によるまち
づくり」へつなげるために、多数の講座を開催してい
ます。入塾して、生涯楽

がく

習を楽しんでみませんか。
■今年度実施講座
大学連携講座（大阪府立大学、桃山学院大学、大阪
千代田短期大学、大阪大谷大学、高野山大学）、地域
学講座、教養講座（芸術編・文化編・天文学編）、医
療連携講座、学位授与式・特別講演会など
■より良い河内長野を考える講座を開催（6回シリーズ）
　グループワークを通じて、大学生とともに学んだ成
果の発表会をキックスで行います。事務局にて受付中。
内容・とき　大学連携講座～大阪千代田短期大学編～「地
域の生活課題と福祉」＝1月15日㈰午後１時30分～
問い合わせ　くろまろ塾事務局（キックス内、☎54-0001）

  ◉今月の焦点

生涯楽
がく

習～自らデザインし、自ら学ぶ～

文
化
財
普
及
啓
発
図
書
の
刊
行

〜
今
ま
で
に
刊
行
し
た
図
書
〜

■
シ
リ
ー
ズ
河
内
長
野
の
歴
史

　

市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
も

と
に
、
本
市
の
歴
史
を
時
代
別
に

特
集
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
歴
史
解
説
本
で
す
。「
烏
帽
子
形

城
跡
６
０
０
〜
４
０
０
年
前
の
河
内

長
野
」、「
高
向
遺
跡
１
４
０
０
〜
１

２
０
０
年
前
の
河
内
長
野
」
な
ど
。

■
図
説　

河
内
長
野
市
史

　

カ
ラ
フ
ル
な
誌
面
、
わ
か
り
や

す
い
解
説
で
市
内
の
歴
史
を
知
る

た
め
の
入
門
書
と
な
る
一
冊
で
す
。

■
民
話
シ
リ
ー
ズ

　

口
伝
え
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

る
、
最
も
身
近
な
文
化
財
で
あ
る

民
話
や
言
い
伝
え
を
ま
と
め
た
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

※
購
入
は
市
内
一
部
書
店
、
市
役

所
情
報
セ
ン
タ
ー
、
く
ろ
ま
ろ
館
、

観
光
案
内
所
な
ど
▽
図
書
館
、
公

民
館
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
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子どもが学ぶ場をつくる
学校以外の学びも「楽

がく

習」です。
子どもが自らの学びを見つけるため、子どもたちを守り・育むために、
様々な事業を展開しています。

大人と子どもが一緒に遊ぶ
大人の学びを活

い

かす場を、大人と子どもが一緒に学ぶ場を。
そんな場を目指しています。

地域総ぐるみで取り組む学びを体験しませんか。

ラブリーホール・ミュージカルスクール
　本格的なミュージカル・レッスンを通じて、学校では体験できない特別な経
験を子どもたちに提供することをコンセプトに現在、85人で活動中。「一人ひ
とりが最大限の力を発揮し、みんなでつくりあげること」を大切にし、学区・
学年を越え、歌・ダンス ・芝居のレッスンに楽しく取り組んでいます。
■スクール生募集（小学 4年生～大学生）
　８月の公演に向けて、ス
クール生を追加募集中。詳し
くはラブリーホールまで。
■歌とダンスの「カラースプ
ラッシュコンサート 」（無料）
とき　２月５日㈰ 午後２時
30分～
ところ　ラブリーホール 
※当日直接会場へ。
問い合わせ　ラブリーホール（☎ 56-6100）

走
る
！
跳
ぶ
！
投
げ
る
！

〜
小
学
生
の
体
力
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
〜

　

小
学
生
の
体
力
低
下
が
課
題
と

な
る
中
、
市
内
団
体
が
３
つ
の
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
団
体

〜
子
ど
も
た
ち
を
育
む
思
い
を
学
び
の
場
に
〜

　

市
内
に
は
、
各
中
学
校
区
青
少

年
健
全
育
成
会
、
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
、
こ
ど
も
会
育
成
連

合
会
の
団
体
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
へ
の
思
い
が
、

様
々
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
そ
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

■
各
中
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成

会
　

市
民
ま
つ
り
へ
の
出
店
や
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

　
「
学
び
の
森
」
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ

や
野
外
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

青
少
年
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
の
文
化
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
ど
も
会
育
成
連
合
会

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

子
ど
も
た
ち
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

　
チ
ー
ム
の
た
め
に
た
す
き
を
つ
な

ぐ
小
学
生
駅
伝
大
会
、
力
を
合
わ

せ
て
仲
間
と
ジ
ャ
ン
プ
す
る
小
学

生
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
大
会
、
技
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
負
す
る
Ｊ
Ｃ

杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
。
こ
の
３
つ

の
大
会
を
通
じ
て
、
絆き

ず
な

が
生
ま
れ
、

感
動
が
味
わ
え
、
喜
び
や
悔
し
さ

と
い
っ
た
感
情
が
湧
き
、心
身
と
も

に
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

よ
う
こ
そ
　
え
ほ
ん
と
い
っ
し
ょ

〜
読
書
へ
の
入
り
口
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
〜

　

図
書
館
で
は
、
４
か
月
児
健
康

診
査
に
お
い
て
、赤
ち
ゃ
ん
と
、赤

ち
ゃ
ん
の
周
り
に
い
る
大
人
が
、絵

本
を
通
じ
て
あ
た
た
か
い
言
葉
が

け
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
や
図
書
館
の
乳
幼

児
向
け
事
業
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち

ゃ
ん
の
利
用
者
カ
ー
ド
の
作
成
や

絵
本
の
貸
出
な
ど
、
図
書
館
司
書

と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

▲ボランティアによる絵本の読み聞
かせの様子

親力ＵＰ !! ～家庭の教育力の向上～
　「地域の大人はみんな親」という意識を持
ち、子どもや子育て中の親への支援として、
『親力推進協議会』が組織化され、「しかけ・
きっかけ・声かけ」づくりを推進しています。
■取り組みの一部を紹介
◎親楽習
　誰もが「親であること」の大切さや楽
しさを感じられる参加型の学びの場です。
◎親力ＵＰカフェ
　育児や子育てに関する情報交換などの
コミュニケーションができる場です。
■参加者の声を紹介
　「親子の交流だけでなく、親同士の交流
も良かった」、「子育てにもっと前向きに
なろうと思った」
問い合わせ　地域教育推進課

（キックス内、☎ 54-0005）

地
域
が
つ
な
が
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

〜
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
〜

楽
習
室

〜
子
ど
も
と
大
人
が
楽
し
く
交
流
体
験
〜

　

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
に
、
地
域
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
市

内
全
小
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
紹
介

◎
工
作
教
室　

お
り
が
み
、
バ
ラ

ン
ス
と
ん
ぼ
、
し
め
縄
作
り
な
ど

◎
体
験
教
室　
マ
ジ
ッ
ク
、フ
ラ
ダ

ン
ス
、
手
話
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

　

学
校
休
業
日
の
土
曜
日
を
主
に
、

各
中
学
校
区
に
て
地
域
の
み
な
さ

ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
子
ど
も

た
ち
は
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
、
生
活
習

慣
を
学
び
ま
す
。

■
活
動
の
一
部
を
紹
介

も
ち
つ
き
大
会（
長
野
中
学
校
区
）、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
（
千
代
田

中
学
校
区
）、み
た
ら
し
団
子
づ
く

り
（
西
中
学
校
区
）、
大
型
紙
芝
居

（
東
中
学
校
区
）、
ギ
ネ
ス
記
録
に

挑
戦
（
加
賀
田
中
学
校
区
）、
イ
チ

ゴ
大
福
づ
く
り
（
南
花
台
中
学
校

◎
運
動
教
室　

体
操
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
な
ど

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い
を
様
々
な
教
室
と
し
て
カ

タ
チ
に
で
き
ま
す
。
教
室
運
営
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

区
）、ピ
カ
ピ
カ
光
る
泥
団
子
を
作

ろ
う
！
（
美
加
の
台
中
学
校
区
）

問
い
合
わ
せ　

地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

◉今月の焦点　生涯楽習～自らデザインし、自ら学ぶ～

文
化
を
つ
な
げ
る
〜
夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室
〜

　

市
文
化
連
盟
で
は
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
文
化
を
つ
な

ぐ
た
め
、
夏
休
み
に
体
験
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
１
9 

5
人
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な

が
ら
文
化
活
動
に
親
し
み
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

■
小
学
生
駅
伝
大
会　
（
主
催　

河

内
長
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
）

■
小
学
生
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
大
会

（
主
催　

河
内
長
野
市
総
合
ス
ポ

ー
ツ
振
興
会
）

■
Ｊ
Ｃ
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
主
催　

一
般
社
団
法
人　

河
内

長
野
青
年
会
議
所
）
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市指定文化財旧三日市交番の活用
　昔から地域の安全を守り、親しまれてきた旧
三日市交番。現在では昔の面影を感じとること
ができる府内唯一の木造交番となっています。
　今は交番としての役目を終え、旧三日市交番と
その周辺の歴史を語る展示と建物の公開を地元
の三日市小学校区連合町会のみなさんとともに
しています。地域の歴史を語り合う交流の場とも
なっており、地元をよく知るボランティアが解説
を行っています。また、年3回の企画展を行い、
地域と治安の歴史を紹介しています。
■開館日　土・日・祝日、午前10時～午後４時
■休館日　12 月 29 日～ 1 月 3 日、地車試験
曳
ひ

き実施日、秋祭り期間
■入館料無料
問い合わせ　ふるさと文化財課

図書館文化遺産講座
■河内長野市史を読み解く～考古編後期～
　河内長野市史の内容を踏まえ、市内での発掘
調査の結果や残されている史料をもとに、河内
長野を中心に当時の様子をお伝えします。
とき・内容　①１月26日㈭＝「中世の戦い。山城・
戦火を受けた村」、②２月９日㈭＝「江戸時代の
戦い。陣屋・台場」、③２月23日㈭＝「近代の戦い。
防空監視所・防空壕・高射砲陣地」▷時間はい
ずれも午後２時～３時30分▷３回シリーズ
ところ　キックス
定員　70人（先着順）
申し込み　１月５日から電話かファクス（住所、
氏名、ふりがな、年齢、ファクス番号、講座名
を記入）で図書館へ▷受付時間は午前９時 30
分～午後８時
問い合わせ　図書館（☎52-4384、℻52-6996）

雄大な奥河内を走ろう
～河内長野シティマラソン大会～

　市制施行とともに開催してきた歴史ある大会で
す。幼児から高齢者まで誰もが参加でき、完走し
た後の豚汁とバナナも最高です。
開催日　例年2月第3日曜日（今年は2月19日）
参加者　約2500人（全国
各地から参加、7割が市外）
コース　ハーフコース（河
内長野～滝畑ダム）、10
㌔、5 ㌔、ジョギングの
4種類
申し込み　毎年10月開始
（インターネット・郵便振込）
問い合わせ　文化・スポー
ツ振興課　

ぐるっとまちじゅう博物館
　本市には６件の国宝と 79件の重要文化財を
含め、多くの文化財があります。その中には、
建造物や天然記念物など、そこに行かなければ
見ることができないものも数多くあります。
　年 1回開催している『ぐるっとまちじゅう
博物館』は、「まち」を博物館にみたて、多く
の人が文化財を訪ねて体感し、文化財の保護や
保存の大切さを理解し、認識を深めてもらう事
業です。また特
別公開、講座や
展示、子どもた
ちによる文化財
解説なども織り
交ぜ、親しみや
すいイベントとなっています。
■今までの開催地
　観心寺、金剛寺、延命寺など市内各所で開催
しています。
問い合わせ　ふるさと文化財課

河内長野の歴史がここにあります
～ふるさと歴史学習館（くろまろ館）～

　当館は河内長野の歴史、遺物を紹介した常設展示や様々
なテーマの企画展示を実施しており、市の歴史を間近に体
感することができます。
　また勾

まが

玉
だま

・土笛作りや型紙しおり作り、綿繰り体験など
ができ、もの作り体験イベントや企画展示にちなんだ歴史
講座も行っています。
■いままでに開催した展示やイベント・講座
①企画展
　「南河内の発掘成果展」、「紺屋型紙　こんな模様もあり
まっせ～ 道具編～」、「柳

やなぎ

原
はら

白
びゃく

蓮
れん

が詠
よ

んだ河内長野の風景」、
｢金剛寺御

み

影
え

供
く

｣ などの企画展示やエントランス展示を開催
し、毎年多数の展示を行っています。
②ものづくり体験イベント
　型紙展にちなみ伊勢型紙の職人を招いて開催した「干支柄ミ
ニカレンダー・ミニ色紙」、古墳時代の土器をモチーフにした「韓
式系土器型マグネット」、栽培した藍や綿を使った｢藍染ストー
ル｣、｢ひつじのマスコット｣など様々なイベントを催しています。
③歴史講座
　「稲作以前の生業と食料～縄文時代のライフスタイル～」、「観
心寺がつくった中世世界」など講師を招いて開催しています。
問い合わせ　ふるさと文化財課

豊かな自然の中で学ぶ
～滝畑ふるさと文化財の森センター～

　国が選定する｢ふるさと文化財の
森 ｣は全国で68か所あり、河内長
野では｢金剛寺境内林の檜

ひ

皮
わだ

｣､｢ 観
心寺境内林の檜皮 ｣､｢ 千石谷のスギ
･ヒノキ林の檜皮 ｣､｢ 岩湧山の茅

すすき

｣
が選定されています。
　この施設は文化遺産の保護に必要
な檜皮や茅などの植物性資材の供給
や保全・育成に関する普及啓発の拠
点として、また地域の資産を活

い

かし
た体験学習の場ともなっています。
宿泊棟・資料館・茅葺民家・体育館・
野外炊さん場があり、多目的な学び
の場として使用できます。
問い合わせ　ふるさと文化財課

スポーツで体験！学び！技術力向上！
　本市には、スポーツ振興を一手に担う河内長野市総合スポー
ツ振興会と、傘下に以下の競技団体（28団体）があり、毎週休
日に大会や教室などが開催されています。
■競技団体
合気道、居合道、インディアカ、空手道、グラウンドゴルフ、
軽スポーツ、ゲートボール、健康ス
ポーツ、剣道、サッカー、柔道、少
年軟式野球、少年野球団、少林寺拳
法、水泳、スポーツ少年団、スポン
ジテニス、ソフトボール、ソフトテ
ニス、卓球、テニス、軟式野球、バ
スケットボール、バドミントン、バ
トントワリング、バレーボール、ペ
タンク、陸上競技
問い合わせ　文化・スポーツ振興課

河内長野市
総合スポーツ振興会

スポーツ競技団体
28団体

各種スポーツ大会や教室
年間約 300回開催

  「河内長野」を、 学び・体験しよう
　　　　　　　 あなたのデザインする学びに、   「ふるさと」を含めてみませんか。
 ふるさとに誇りを持ち、大切に感じて欲しい。  自らの足元へ目を向ける学習を、お手伝いします。

◉今月の焦点　生涯楽習～自らデザインし、自ら学ぶ～
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あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

■
人
生
い
ろ
ど
り

と
き　
１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

※
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽
先
着

順
▽
申
し
込
み
は
１
月
11
日
か
ら

電
話
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

へ
）。

問
い
合
わ
せ　
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・

０
０
０
３
）

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

■
講
演
会
「
障
が
い
者
虐
待
～
そ

の
時
あ
な
た
は
？
～
」

　
奈
良
佐
保
短
期
大
学
准
教
授
の

潮し
お

谷た
に

光こ
う

人じ
ん

さ
ん
が
お
話
し
し
ま
す
。

と
き　

１
月
28
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分（
開
場
は
午
後
１

時
）

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

市民まつりに参加しませんか
年
始
の
業
務
案
内

市
役
所
は
１
月
４
日
か
ら

５月14日㈰赤峰市民広場

副市長に塩谷氏を選任 かわちながの
キラキラウインター
ショップラリー開催中

■
出
演
者
・
出
店（
展
）者
を
募
集

◎
ス
テ
ー
ジ
（
屋
外
）
出
演
者
＝

ダ
ン
ス
、
文
化
伝
承
芸
能
、
大
道

芸
な
ど
▽
ス
テ
ー
ジ
参
加
費
２
０

０
０
円
が
必
要

◎
模
擬
店
・
展
示
＝
食
品
や
雑
貨
、

工
芸
品
な
ど
の
模
擬
店
や
啓
発
展

示
▽
参
加
費
や
設
営
費
な
ど
の
実

費
が
必
要
▽
食
品
の
取
り
扱
い
は

保
健
所
の
指
導
に
沿
っ
た
品
目
や

調
理
方
法
な
ど
の
制
限
あ
り
▽
実

行
委
員
会
の
出
店
基
準
に
基
づ
い

た
選
考
あ
り

申
し
込
み　
１
月
31
日
ま
で
に
市

民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
自
治
協
働
課
内
）
へ

■
個
人
協
賛
金
に
ご
協
力
を

　
同
委
員
会
で
は
、
市
民
ま
つ
り

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
共
に
支
え
て

い
た
だ
け
る
個
人
協
賛
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
額　
１
口
１
０
０
０
円
か
ら

申
し
込
み　
同
委
員
会
事
務
局
や

キ
ッ
ク
ス
、
あ
や
た
ホ
ー
ル
、
く

す
の
か
ホ
ー
ル
に
あ
る
専
用
振
替

払
込
用
紙
に
記
入
し
て
入
金
を

問
い
合
わ
せ　
同
委
員
会
事
務
局

（
自
治
協
働
課
内
）

　市内参加店などで配布するパンフレッ
トを持ってスタンプラリーを楽しみません
か。スタンプを集めて応募すると、抽選で
50 人に参加店で利用できる買い物券が当
たります。
スタンプラリー期間　２月12 日㈰まで
応募期間　２月20 日（当日消印有効）まで
※参加店などの詳細は市商店連合会ホー
ムページをご覧ください。
問い合わせ　市商連事務局（市商工会
内、☎53-9900）

　市議会は 12 月１日、副市長に塩谷聡
氏（60 歳）を選任することに同意しま
した。任期は、12 月２日から４年間です。
塩谷氏は、昭和 56 年に市に入り、環境
共生部長、総務部長、総合政策部長など
を歴任しました。住所は、清見台二丁目
17 番２号です。
問い合わせ　人事課

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り
▽
１
歳
～
就

学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
申
し
込
み
は
１
月
19
日
ま
で
に

人
権
協
会
へ
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
協
会
（
人
権

推
進
課
内
）

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
電
話
受
け

手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
子
ど
も
専
用
の
無
料
相
談
電
話

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
子
ど

も
の
声
を
聞
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
で
す
。

対
象　
16
歳
～
70
歳
の
人

と
き　
２
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯
・

25
日
㈯
、
３
月
４
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ　
富
田
林
市
立
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
１
０
０
０
円
（
学
生

は
半
額
）

申
し
込
み　
１
月
４
日
か
ら
（
一

社
）
富
田
林
市
人
権
教
育
・
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　
富
田
林
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー（
☎
20
・

０
２
８
５
）

人
権

施設名 年始業務
開始日

図書館 １月２日㉁※

斎場 １月３日㈫

市民交流センター、ラブリーホール、公
民館、くろまろ館、滝畑ふるさと文化財
の森センター、市民総合体育館、岩湧の
森 四季彩館、日野コミュニティセンター、
市民公益活動支援センター、三日市市民
ホール、ノバティホール、消費生活セン
ター、三日市情報コーナー、子ども・子
育て総合センターあいっく（わくわく広
場、ピーチルーム、ファミリー・サポート・
センターは５日から）、子育て支援センタ
ーちよだだい、保育所、東部・中部・西
部地域包括支援センター、保健センター、
健康支援センター（ウェルネスフォレス
ト三日市）、資源選別作業所、衛生処理場、
林業総合センター

１月４日㈬

三日市窓口センター、障がい者福祉セン
ターあかみね、小山田・清見台コミュニ
ティセンター、小山田・清見台地域福祉
センター、福祉センター錦渓苑、奥河内
くろまろの郷

１月５日㈭（農
産物直売所は６
日㈮から）

市立テニスコート、市立グラウンド、寺
ケ池公園野球場、武道館、下里人工芝球
技場

無休（施設利用
の窓口申請は１
月４日㈬から市
民総合体育館へ）

※図書館は 1 月２日・３日に特別開館▷開館時間は午前 10 時～
午後５時▷１月４日からは午前９時 30 分～午後８時になります。

　
市
役
所
本
庁
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
平
常
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま

す
。
な
お
、出
生
・
死
亡
・婚
姻
な
ど
戸
籍
の
届
け
出
は
当
直
員
室

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。そ
の
他
の
主
な
市
の
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
ご
み
・
し
尿

　
も
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、
も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収

集
と
定
期
・
臨
時
の
し
尿
く
み
と
り
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
平
常
ど

お
り
行
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
環
境
衛
生
課
へ
。

■
水
道

　
修
繕
受
付
は
無
休
。給
水
装
置
の
修
繕
は

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー（
☎
53
・
６
６
２
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
水
道

課
へ
。

■
主
な
公
共
施
設

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
各
施
設

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

市政と関連情報 モックル生活ガイド人権
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消
防
出
初
式
を
開
催

　

消
防
本
部
・
消
防
団
合
わ
せ
て

約
３
０
０
人
、
車
両
28
台
が
参
加

し
、
分
列
行
進
や
一
斉
放
水
、
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
は
し
ご
乗
り

を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
車

両
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

と
き　

１
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

赤
峰
市
民
広
場

※
雨
天
時
は
会
場
・
内
容
を
変
更

▽
変
更
の
場
合
は
電
話
（
☎
53
・

９
９
３
３
）
で
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課

（
☎
53
・
０
０
６
６
）

の
18
歳
以
上
で
、
講
座
終
了
後
に

府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
を
受
講

で
き
る
人
▽
ほ
か
に
も
一
定
条
件

あ
り
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

と
き　

１
月
28
日
〜
３
月
４
日
の

毎
週
土
曜
日
▽
時
間
は
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

富
田
林
市
役
所

定
員　

10
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

１
月
20
日
ま
で
に
障

が
い
福
祉
課
へ

※
教
材
費
な
ど
実
費
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

視
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
体
験
し
て

み
よ
う

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い

１
月
26
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

　

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
、
火
災
な
ど
の
災
害
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

防
災
緊
急
情
報
の
配
信
を

開
始
し
ま
し
た

　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報
を
活

用
し
、
防
災
緊
急
情
報
の
配
信
を

開
始
し
ま
し
た
。
避
難
情
報
発
令

時
の
避
難
所
開
設
状
況
や
大
規
模

地
震
発
生
時
の
余
震
に
対
す
る
注

意
喚
起
や
台
風
接
近
時
の
注
意
喚

起
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
身
を
守
る

行
動
を
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

情
報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

者
、
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き

て
不
安
に
思
っ
て
い
る
人

と
き　

１
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
〜
12
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｓ
ｕ
ｎ（
サ
ン
）利
用
児
童
を
募
集

　

自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
な
ど
の
発
達
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
た
療
育
と
、

※「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防

災
速
報
」
へ
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
下
記
）か
ら

▽
な
お
、
利
用
の
仕
方
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

高
齢
者

　
も
の
忘
れ
相
談
会

と
き　

１
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人

申
し
込
み　

電
話
で
い
き
い
き
高

齢
・
福
祉
課
へ

※
相
談
は
１
人
45
分
程
度
（
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
脳
の
認
知
機

能
測
定
も
実
施
）。

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
・

福
祉
課

介
護
サ
ロ
ン

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　

１
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

保
護
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

実
施
場
所　

富
田
林
市
市
民
会
館

（
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
２
年
生

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▽

保
護
者
同
伴
で
１
年
間
継
続
し
て

実
施
場
所
へ
通
所
で
き
る
人

申
し
込
み　

１
月
10
日
〜
２
月
17

日
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
説
明
会
を
１
月
19
日
㈭
に
ノ
バ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の

南
館
内
）
で
開
催
し
ま
す
（
申
し

込
み
が
必
要
▽
時
間
は
午
前
10
時

〜
と
午
後
１
時
30
分
〜
）。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
Ｓ
ｕ
ｎ
（
☎
34
・
３
５

８
２
）

フォト高齢者安全安心 障がい者 健康

障がい者作品展・街頭キャンペーンを実施
～障がい者週間に合わせて～

　11月30日～12月２日、市役所で障がい
者作品展が開催されました。絵画や陶芸、書
など52点の作品が展示され、訪れた多くの
市民が力作を熱心に見入っていました。また、
12月２日には、市内の障がい者団体のメンバー
らが河内長野駅前で街頭啓発を行い、障がい
や障がい者に対する理解を呼び掛けました。

安
全
安
心

休日急病診療所
菊水町2-13（保健センター横、☎ 55-0300）

診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）※小児科診療（中学生以下）
は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、日曜日・祝休日=午前
10時～11時 40分と午後１時～３時40分※健康保険証を必ず持参
してください。
日曜日、祝休日の小児科（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）へ▷
小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行
い、数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）
★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6582-7119へ▷24時間）
★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話か
らは☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）

時間 午後２時
～４時

午前10時
～正午

午前10時
～正午

担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター
※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話
で保健センターへ申し込みを。

障がい者福祉センターあかみねで
防災訓練を実施　

　11月29日、障がい者福祉センターあかみ
ね（小山田町）で、障がい者やその家族など
を対象にした防災訓練が本市ではじめて実施
され、障がい者とその家族など65名と同セン
ター職員など関係者が参加しました。訓練で
は、障がいに応じた防災対策に関する講話や、
炊き出し訓練などを行い、参加者は日頃の災
害への備えの重要性ついて認識を高めました。

フォト

と
こ
ろ　

ア
ッ
プ
ル
ハ
ウ
ス
（
北

青
葉
台
）

※
喫
茶
代
は
別
途
必
要
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
55
・

３
４
５
１
）

錦
渓
苑
の
教
養
講
座

■
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

（
シ
ニ
ア
編
）

対
象　

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
る
人

と
き　

２
月
７
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
12
日
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
へ

※
使
い
方
教
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
利
用
資
格
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦

渓
苑
（
☎
65
・
０
１
２
３
）

障
が
い
者

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
た
め
の

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の
情
報

提
供
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
技
術
を
学
び

ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

災害時の歯科医療救護に関する協定を締結
　12 月９日、河内長野市歯科医師会と「災
害時の歯科医療救護に関する協定」を締結
しました。この協定は、大規模な地震や風
水害などの災害が発生した際に、可能な限
り、歯科医師会が歯科医療救護班を救護所
等に派遣し、歯科医療救護活動を行うなど、
市と歯科医師会が連携するものです。

健
康

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

昨年の出初式の様子

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、人
間

の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、家

族
の
一
員
で
す
。
し
か
し
、
飼
う
人

が
き
ち
ん
と
世
話
を
し
な
け
れ
ば
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
有
害
な
動

物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
っ
か

り
し
つ
け
を
し
て
飼
う
こ
と
も
、飼

い
主
の
愛
情
と
責
任
で
す
。

■
散
歩
す
る
と
き
は

　
ペ
ッ
ト
の
排
泄
は
、
散
歩
中
に

さ
せ
な
い
の
が
理
想
で
す
。
散
歩

中
は
特
に
他
人
の
住
居
周
辺
な
ど

は
避
け
、
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
所

で
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
の

フ
ン
を
放
置
し
た
場
合
は
法
律
や

条
例
違
反
と
な
り
、
悪
質
な
場
合

に
は
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
散
歩
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
フ

ン
受
け
を
持
っ
て
、
必
ず
フ
ン
の

後
始
末
を
す
る
。
持
ち
帰
っ
た
フ

ン
は
、
袋
で
２
重
に
包
む
な
ど
し

て
、
も
え
る
ご
み
に
出
す
。
ま
た
、

尿
を
し
た
場
合
に
は
、
臭
い
消
し

ス
プ
レ
ー
や
水
で
後
始
末
を
す
る
。

②
公
園
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
で
の
排
泄
は
不
衛
生
な
の
で
、

場
所
に
十
分
注
意
す
る
。

③
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
伸
び
る
リ
ー
ド
を
不
必
要

に
伸
ば
さ
な
い
。

■
猫
は
室
内
で
飼
育
を

　
猫
は
一
日
の
大
半
を
屋
内
で
過
ご

し
ま
す
が
、屋
外
に
出
る
と
、他
人

の
家
に
入
り
込
ん
で
フ
ン
を
し
た
り
、

花
壇
を
荒
ら
し
た
り
し
て
迷
惑
を
か

け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
り
、感
染
症
に
か

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
猫
に
と
っ
て

も
悪
い
結
果
を
招
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。猫
は
室
内
で
飼
う
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
問
い
合
わ
せ
は
府

動
物
管
理
指
導
所
藤
井
寺
分
室

（
☎
０
７
２・９
３
７
・１
１
０
１
）へ
。

■
ペ
ッ
ト
を
安
易
に
捨
て
な
い
で

　
最
近
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
の
数

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
野

犬
や
野
良
猫
と
な
り
、
フ
ン
害
の

大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
避
妊
や
去
勢
手
術
を
し
て
、

絶
対
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
捨
て
る
と
法
律
な
ど
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
も
し
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
（
飼

い
犬
・
猫
）

　
何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を
飼
え

な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
す
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
だ
め
な
時
は
、府
動
物
管
理
指

導
所
藤
井
寺
分
室
（
☎
０
７
２
・
９

３
７
・
１
１
０
１
）
へ
ご
相
談
を
。

※
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
時
は

市
役
所
へ
連
絡
を
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

■
期
限
が
過
ぎ
て
も
受
け
取
り
可
能

　
郵
送
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
、
市
役
所

で
の
交
付
準
備
が
で
き
た
人
に
は
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」

（
は
が
き
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
開
始
直
後
は
交
付
申
請
が

殺
到
し
、
交
付
ま
で
に
か
か
る
期

間
が
大
幅
に
遅
延
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
予
定
通
り
に
カ
ー
ド
の

交
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も

お
り
、
市
民
窓
口
課
で
は
受
け
取

り
期
限
を
過
ぎ
た
カ
ー
ド
も
引
き

続
き
保
管
し
て
い
ま
す
。
交
付
通

知
書（
は
が
き
）が
届
い
て
い
る
人

で
、ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、

期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
も
っ
て
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

受
取
方
法　
交
付
通
知
書（
は
が

き
）に
記
載
さ
れ
た
書
類
を
持
っ

て
市
役
所
へ

※
詳
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
送
付
時

の
案
内
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

水
道
水
を
よ
り
安
全
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

　
水
道
水
は
塩
素
で
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
早
朝
や
長
期
の
旅
行
の

後
な
ど
は
、
給
水
管
に
滞
留
す
る

こ
と
で
消
毒
効
果
が
薄
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
給
水
管
の

一
部
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る
場

合
、
鉛
が
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
溶

け
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
通
常
の
使
用
状
態
で

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間

使
用
し
な
か
っ
た
水
道
を
使
う
場

合
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
１
杯
程

度
の
水
を
飲
み
水
以
外
の
用
途
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

悪
質
な
訪
問
販
売
や

修
繕
工
事
に
ご
注
意
を

　
「
こ
の
地
域
の
水
道
管
の
洗
浄

を
し
て
い
る
」
な
ど
強
引
な
勧
誘

を
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
敷
地
内
の
水
道
管
の
洗

浄
や
貯
水
槽
の
清
掃
、
浄
水
器
の

販
売
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
職
員
は

職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
わ
れ
た
時
は
職
員
証
の
提

示
を
求
め
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
漏
れ
や
ト
イ
レ
の
詰

ま
り
な
ど
の
修
繕
工
事
の
際
、
必

要
の
な
い
部
分
ま
で
修
繕
を
勧
め

た
り
、
法
外
な
金
額
を
請
求
し
た

り
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
漏
れ
な
ど
緊
急
を
要
す
る
修
繕

工
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
で
す

ぐ
に
契
約
せ
ず
、
複
数
の
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
し
て
、工

事
内
容
や
金
額
に
納
得
し
て
か
ら

契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
事
業
者
に
つ
け
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
漏
水
修
繕
が
で
き
る
指
定
事
業

者
を
事
前
に
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
、
☎
53
・
６
６
２
１
）

で
調
べ
る
。

◎
水
漏
れ
な
ど
は
、
止
水
栓
を
閉

め
る
こ
と
で
一
時
的
に
対
応
で
き

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
普
段
か
ら

止
水
栓
の
位
置
を
確
認
す
る
。

◎
業
者
に
依
頼
す
る
時
は
、
修
理

前
に
見
積
も
り
を
取
る
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

　
市
民
一
人
ひ
と
り
に
環
境
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
き
れ
い

な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
!!
」
は
が
き

絵
コ
ン
ク
ー
ル
（
河
川
を
美
し
く

す
る
市
民
の
会
、
河
内
長
野
市
自

然
環
境
保
護
協
議
会
、
エ
コ
ラ
イ

フ
か
わ
ち
な
が
の
主
催
）。
今
年
は

５
８
２
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
に
太お

お

田た

篤あ
つ

志し

さ
ん
（
三
日

市
小
１
年
）
の
作
品
（
写
真
右
）

が
選
ば
れ
、
50
点
が
入
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
３
月
中
旬

に
市
役
所
で
展
示
し
ま
す
。

◉
河
川
を
美
し
く
す
る
市
民
の
会

会
長
賞
＝
北き

た

大お
お

宅や

杏き
ょ
う

夏か

（
高
向
小

５
年
）

◉
河
内
長
野
市
自
然
環
境
保
護
協

議
会
会
長
賞
＝
迫さ

こ

田だ

唯ゆ

愛あ

（
長
野

小
４
年
）

◉
エ
コ
ラ
イ
フ
か
わ
ち
な
が
の
会

長
賞
＝
中な

か

島じ
ま

彩あ
や

花か

（
西
中
２
年
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日・年末年始を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時～３
時▷衛生処理場が午前 10時～正午▷もった
いない市会場でも回収を実施します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収できま
せん▷洗ってからの持ち込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお持ち帰り
いただけます。
とき　１月 26日㈭午前 10時～午後１時
ところ　市役所　

◉子ども服（70～ 150 ㌢㍍）の回収
ところ とき

環境衛生課
月～金曜日

午前９時～午後５時 30分
（祝休日・年末年始を除く）

あいっく
土日祝日

午前10時～午後５時 30分
（水曜日・年末年始を除く）

★持ち込みできるもの　Ｔシャツ、トレーナー、
セーター、ズボン、スカートなど
★持ち込みできないもの　破れ、シミ、汚れのあ
るもの、肌着、下着、おむつなど（新品のみ可）

★洗ってからの持ち込みにご協力を▷市ホー
ムページもご参照ください。

フォト

トランポリンで金と銅メダルを獲得
　10月にニュージーランドで開催された「2016
インドパシフィックトランポリン競技選手権大会」
に出場し、11～ 12歳のシンクロ部門で優勝、個
人の部で３位に入賞した播

はり

磨
ま

ここねさんが、11月
29日に市役所で島田市長に結果を報告しました。
市長からお祝いの言葉を贈られると、「将来はオリ
ンピックを目指したい」と笑顔で答えていました。

５歳から始めた大好きな自転車で３位に
　７月３日に大泉緑地公園（堺市）で開催された
第33回全日本ＢＭＸ選手権大会に出場した小

お

浦
うら

心
しん

さんは、７・８歳の部で３位入賞。結果を報告
するために、11 月 14 日に島田市長を訪問しま
した。５歳からＢＭＸを乗り始めた小浦さんに市
長が将来の目標を尋ねると「大好きな自転車で、
オリンピックを目指している」と答えていました。

きれいなまちをつくろう!!
はがき絵コンクール
最優秀賞に三日市小の太田さん

暮らし

暮
ら
し

フォト

最優秀賞

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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保
険
・
年
金

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民

健
康
保
険
〜

　

医
療
や
介
護
に
支
払
っ
た
金
額

の
う
ち
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
る
制
度
と
し
て
、

医
療
で
は「
高
額
療
養
費
」が
、介

護
で
は
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
己
負
担
を
さ
ら
に
軽
減

す
る
た
め
に
「
高
額
医
療
・
高
額

介
護
合
算
制
度
」が
あ
り
ま
す
。同

制
度
は
、
毎
年
８
月
〜
翌
年
７
月

ま
で
の
１
年
間
を
計
算
期
間
と
し
、

世
帯
で
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

の
合
計
額
（
高
額
療
養
費
な
ど
の

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　

１
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
を
送
付

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な

ど
の
う
ち
、
老
齢
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
・
老

齢
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
人
に
、「
平
成
28
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
末
頃
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
際
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎
06
・
６

７
７
２
・
７
５
３
１
）

上
手
な
医
療
の
か
か
り
方

　

医
療
費
の
増
加
が
医
療
保
険
制

度
の
運
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
と
適
正
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
も
ち
、

指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
や
む
を
得
な
い
と
き
以
外
、
一

つ
の
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
た
り
、
診
療
時
間
外
に
受

診
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
お
薬
手
帳
を
利
用
し
て
、
薬
の

重
複
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

特
定
健
診
・
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
の
28
年
度
の
特

定
健
康
診
査（
無
料
）の
受
診
期
間

は
、
３
月
31
日
（
75
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
の
前
日
）
ま
で
で
す
。
ま
だ

の
人
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
結
果
通
知
と
併
せ
て
、

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
人
に
は
、
生
活
習
慣
改

善
の
た
め
の
相
談
が
で
き
る
特
定

保
健
指
導
利
用
券
を
同
封
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
40
歳
以
上
の
市

民
を
対
象
に
が
ん
検
診
（
有
料
▽

子
宮
頸け
い

が
ん
は
20
歳
以
上
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
国
保
の
特
定
健

予
定
で
す
。

※
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
合
算
制
度
の
対
象
外
と
な
る
場
合

◎
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場
合

◎
支
給
額
（
超
過
額
）
が
５
０
０

円
以
下
の
場
合

■
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合

　

計
算
期
間
内
に
医
療
保
険
が
変

更
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
他
の
医

療
保
険
・
介
護
保
険
に
加
入
期
間

の
あ
る
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

そ
の
期
間
の
医
療
ま
た
は
介
護
保

険
者
か
ら
の
「
自
己
負
担
額
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
☎
06
・
４
７

９
０
・
２
０
３
１
）
ま
た
は
保
険

年
金
課

高
額
療
養
費
の
申
請

■
病
院
な
ど
の
領
収
書
は
必
ず
保

管
を

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
同

月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

一
定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
は
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
額
療
養
費
に

該
当
す
る
場
合
は
、
通
常
、
受
診

診
と
同
時
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

事
業
所

融
資
利
子
補
給
制
度
の

ご
利
用
を

　

１
月
以
降
に
日
本
政
策
金
融
公

庫
か
ら
新
創
業
融
資
制
度
の
適
用

を
受
け
、
新
規
開
業
資
金
な
ど
の

融
資
を
受
け
た
市
内
事
業
者
に
対

し
、
支
払
い
利
息
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
（
年
５
万
円
を
上
限
▽
３

年
間
）。

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
を
▽
１
月
末
ま
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課

雇
用
保
険
の
適
用
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
、
65

歳
以
上
の
人
も
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
被
保
険
者
も
各
給
付
金

（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
、育
児
休

業
給
付
金
、介
護
休
業
給
付
金
、教

育
訓
練
給
付
金
）
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
１
月
１
日
か
ら
育

し
た
月
の
約
３
か
月
後
に
市
か
ら

申
請
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
申

請
書
に
記
載
さ
れ
た
診
療
内
容
を

受
診
時
の
領
収
書
で
確
認
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
申
請
書
が
届

く
前
に
確
定
申
告
な
ど
で
領
収
書

を
使
用
す
る
場
合
は
必
ず
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
の
義
務
が
な
く
て
も

税
の
申
告
を

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
市
・
府

民
税
を
決
め
る
税
の
申
告
に
基
づ

き
決
定
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
一
番
高
い
限
度

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。「
収
入
が
少

な
い
」「
非
課
税
年
金
の
み
で
あ

る
」
な
ど
、
確
定
申
告
の
義
務
が

な
い
人
も
、
税
務
課
で
市
・
府
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

児
休
業
・
介
護
給
付
金
の
要
件
が

見
直
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河

内
長
野
（
☎
53
・
３
０
８
１
）

市
内
事
業
所
が
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
利
用
す
る
時
は

　

市
内
事
業
所
が
、
社
員
な
ど
の

親
睦
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
行

事
で
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用

す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

従
業
員
50
人
以
上
の
市
内

事
業
所

利
用
回
数　

年
１
回

利
用
施
設　

赤
峰
市
民
広
場
、
下

里
運
動
公
園
、
大
師
総
合
運
動
場
、

寺
ケ
池
公
園
野
球
場

申
し
込
み　

使
用
日
の
３
か
月
前

ま
で
に
市
民
総
合
体
育
館
へ
（
電

話
不
可
）

※
平
成
29
年
度
利
用
分
は
１
月
24

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
▽
４
月
分

は
１
月
末
ま
で
に
申
請
を
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
総
合
体
育
館

（
☎
65
・
０
１
２
１
）

かわちながの
大好き会議
　河内長野市のことが好きで、市のプロモーションを
応援いただける人、みんなで楽しみながらまちの魅力
を発信しませんか。
活動内容　パンフレットや映像の制作、ＳＮＳでの情
報発信、モックル（着ぐるみ）の活用など
とき　１月 14日㈯午後２時～（以後不定期開催予定）
ところ　市役所
申し込み　電子メール（pr@
city.kawachinagano.lg.jp）
に名前、住所、電話番号を記
入して都市魅力戦略課へ▷市
ホームページでも申し込み可
問い合わせ　都市魅力戦略課

■合算制度の自己負担限度額 (平成 27年８月～平成28年７月 )

限度額区分
国民健康保険 後期高齢者

医療制度70歳未満 70～ 74歳

上位所得者・現役並み所得者 212万円・141万円（※1） 67万円

一般 67万円・60万円（※1） 56万円

市民税
非課税

区分Ⅱ
34万円

31万円

区分Ⅰ 　　　 19 万円（※ 2）

（※1）所得金額により限度額が異なります。
（※2）介護保険受給者が複数いる世帯は、限度額が異なります。

あなたのご意見を募集します

■第２期河内長野市耐震改修促進計画（素案）
　市では、建築物の耐震性の向上を図ることで、地震発生
時における建物の倒壊などによる人的被害と経済的被害の
軽減に取り組んでいます。このたび、その素案がまとまり
ましたので、みなさんのご意見を募集します。
募集方法　所定の意見提出用紙で 12 月 26 日～１月 31
日（当日消印有効）に都市創生課へ
※素案と意見提出用紙は情報センター、キックス、ラブリー
ホール、各公民館、あやたホール、くすのかホール、みの
でホール、三日市情報コーナーなど主な公共
施設に備えています（結果公表も同施設およ
び市ホームページで行います）▷市ホームペー
ジから閲覧し、意見を入力することもできま
す▷意見に対する個別対応はしません。
問い合わせ　都市創生課

該
当
部
分
は
除
く
）
が
、「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
の
自

己
負
担
限
度
額
（
左
表
）
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
制

度
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
合
算
制
度
対
象
者
に
は
通
知
書

を
送
付

　

こ
の
合
算
制
度
に
該
当
す
る
人

に
は
、
２
月
上
旬
に
申
請
手
続
き

を
記
載
し
た
通
知
書
を
送
付
す
る

パブリックコメント

保険・年金 パブリックコメント

その他

その他事業所

ＱＲコード

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　キックスで11月19日に開催された、おんなとお
とこのワイワイあごら「クリニクラウン（臨床道化
師）のかける笑顔の魔法」。熊

くま

谷
がい

恵
え

利
り

子
こ

さん（写真右）
と川

かわ

島
しま

由
ゆ

衣
い

さんが、入院生活を送る子どもたちの笑
顔を育む活動を説明し、ワークショップを通じて、
そのコミュニケーション術を参加者に伝えました。
※クリニクラウンとは、病院を意味する「クリニッ
ク」と道化師をさす「クラウン」を合わせた造語です。

❶真剣なまなざしでボールを追う選手たち　❷優勝旗を受け取る「いちばん星」の選手　❸ボールを必死にかわす場面もたびた
び見られました　❹試合は審判が両チームのジャンパーへ投げるジャンプボールから始まります　❺試合後の握手の様子

　「ＪＣ杯小学生ドッジボール大会2016」（（一社）河内
長野青年会議所主催）が 11月20日、市民総合体育館
で開催されました。同大会はスポーツを通じて子どもた
ちの交流と健全育成を図ろうと毎年開催しているもので
今回で11回目。小学生の高学年16チームと低学年６
チームがそれぞれ予選リーグと決勝トーナメント（低学
年は決勝のみ）を戦い、各チームは白熱した試合を繰り
広げました。高学年は「いちばん星」、低学年は「加賀
田スマイル」がそれぞれ優勝しました。

22チームが白熱した戦い
JC 杯小学生ドッジボール大会

❷❸

❶

遊び心を持って、笑顔を育む
おんなとおとこのワイワイあごら

Photo new
s kaw

achinagano

光と音に彩られた世界
文化財ライトアップ

　11月26日と27日の２日間に渡り観心寺で開催さ
れた文化財ライトアップ。同寺の参道が美しく彩られ
たほか、金堂（国宝）壁面をスクリーンに見立てたライ
ティングショーでは、レーザー光線を駆使した幻想的
な演出に歓声が上がりました。また、和太鼓・ケーナ
演奏・声

しょう

明
みょう

のステージライブや地元の物産販売も行わ
れました。本市や市外から訪れた約2200人の来場者
は、光と音に彩られた秋の奥河内を楽しんでいました。

❶今年からレーザー光線が加わったライティングショー
❷金堂までの階段も参拝者を楽しませるライトアップ　

　11 月26日、ラブリーホールで「平成28年度人権
を考える市民の集い」がありました。第一部は人権協
会の活動紹介、人権啓発ポスター応募作品の紹介など
があり、第二部では絵本作家の長

は

谷
せ

川
がわ

義
よし

史
ふみ

さんが「絵
本でこどもたちに伝えたいこと」をテーマに講演しまし
た。長谷川さんは絵本の朗読や子どもの頃の思い出な
どを通じて人権の大切さをユーモアたっぷりに話され、
約420人の聴衆は最後まで楽しく聴き入っていました。

絵本の力でよりよい未来を
人権を考える市民の集い

❶

❷

市内の産業が魅力をアピール
商工祭「One Love フェスタ」

　11月 20日、河内長野の商工業などの魅力を多く
の人に知ってもらうためのイベント「One Loveフェ
スタ」が市役所で開催されました。会場では、クラシ
ックカーの展示や地場産品販売、模擬店やフリーマー
ケットが設けられました。また、ステージでは歌やダ
ンスのパフォーマンス、大声コンテストやキャラクタ
ーショーが行われるなど、来場した人は大いに楽しん
でいました。

❺

❹

まちの話題をお届けします
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子育て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

就
学
前
の
多
胎
児
と
そ

の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の

人
や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

１
月
19
日
㈭
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　
▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

現
在
、
２
（
３
）
世
帯

同
居
中
（
同
敷
地
内
の
居
住
も
含

む
）の
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も

可
）　

▼
と
き　

１
月
27
日
㈮
午

前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直

接
会
場
へ

❸
育
児
講
座
「
大
人
で
も
こ
ど
も

で
も
使
え
る
、
気
持
ち
が
届
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

人
間
関
係
の
相
談
で
よ
く
見
ら

れ
る
事
例
を
も
と
に
、自
分
に
合
っ

た
子
育
て
や
周
囲
と
の
折
り
合
い

の
付
け
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
に

関
わ
る
人　

▼
と
き　

１
月
22
日

㈰
午
後
１
時
〜
３
時　
▼
定
員　

60
人（
抽
選
）　

▼
就
学
前
の
子
ど

も
の
一
時
保
育
あ
り（
定
員
10
人
）

❹
親
子
で
あ
そ
ぼ

　

親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
４
月
２
日
〜

平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き 

１
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫
、

２
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
午
前
10
時

15
分
〜
11
時
45
分
（
４
回
シ
リ
ー

ズ
）　
▼
定
員　
12
組
（
抽
選
・
初

参
加
者
優
先
）

❺
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

１
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❻
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
&
ス
タ
ン
ド
ミ

ラ
ー
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者　

▼
と
き　

１
月
27

日
㈮
午
前
10
時
15
分
〜
正
午　

▼

定
員　
12
人（
抽
選
）　

▼
材
料
費

１
０
０
０
円　

▼
就
学
前
の
子
ど

も
の
一
時
保
育
あ
り（
定
員
10
人
）

❼
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

未
就
園
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

っ
て
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼

と
き　

２
月
１
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

❽
助
産
師
か
ら
子
育
て
奮
闘
中

の
マ
マ
へ
〜
マ
マ
の
抱
え
る
様
々

な
悩
み
に
つ
い
て
〜

▼
対
象　

市
内
在
住
の
１
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親　

▼
と
き　

２
月
２
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
正

午　
▼
定
員　
10
組（
抽
選
）　

▼

就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ

り
（
定
員
10
人
）

❸
〜
❽
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
１
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
12
月
28
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
℻
50・４
６
６
５
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　

０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す（
貸

出
可
）。

と
き　

１
月
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・

30
日
㈪
、２
月
６
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

図
書
館

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

う
た
と
ゲ
ー
ム
と
人
形
劇

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
幼

児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者

と
き　

１
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

南
花
台
公
民
館

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
７
日
か
ら
同
館

へ問
い
合
わ
せ　

南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
の
手
助

け
が
ほ
し
い
人
と
、
お
手
伝
い
し

た
い
人
が
会
員
に
な
り
、
地
域
で

子
育
て
を
助
け
合
う
相
互
援
助
活

動
で
す
。

①
会
員
登
録
会
を
開
催

対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

人
ま
た
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
人　

と
き　

１
月
23
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

コ
ノ
ミ
ヤ
南
花
台
店　
　

持
ち
物　

印
鑑
、顔
写
真
２
枚（
縦

４
㌢
、
横
３
㌢
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　

人
形
劇
や
紙
芝
居
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
０
時
30
分　

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く　

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
12
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
受
付
は
水
曜

日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
っ
く

内
、
☎
50
・
４
６
７
０
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
す
く
す
く
歯
科
相
談

と
き　

１
月
10
日
㈫
、
２
月
14
日

㈫
▽
時
間
は
午
前
10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

１
月
11
日
㈬
、
２
月
８
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

③
か
み
か
み
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

３
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
頃
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

④
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

１
月
20
日
㈮
、
２
月
17
日

㈮
午
前
９
時
40
分
〜

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

②
〜
④
の
申
し
込
み　

い
ず
れ
も

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

私
立
幼
稚
園
就
園
に
関
す
る

給
付
金
の
申
請
を

■
子
育
て
・
幼
児
教
育
推
進
給
付

金対
象　

市
内
在
住
で
私
立
幼
稚
園

（
市
外
も
可
）に
満
３
〜
５
歳
児
を

就
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者　

申
請　

幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布
す

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
し
て
１
月
18
日
ま
で
に
各
園
へ

※
上
半
期
（
４
〜
９
月
）
分
を
受

給
し
、
住
所
・
世
帯
状
況
・
保
護

者
な
ど
に
変
更
が
な
く
、
引
き
続

き
同
じ
幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い
る

場
合
は
申
請
不
要
で
す
。

※
市
外
幼
稚
園
で
上
半
期
申
請
さ

れ
て
い
な
い
人
や
補
助
額
な
ど
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
補
助
額
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

就
学
・
入
学
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

対
象　

今
年
４
月
に
小
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
（
小
学
校

＝
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
23
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
中
学
校
＝
平
成

16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
保
護
者

※
１
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
連

絡
を
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課

東
中
学
校
区
幼
小
中
学
校
園

合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

　

東
中
学
校
区
の
市
立
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
絵
画
・
書
道
・
工
作
作
品
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

１
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課

★地域の子育て つどいの広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と１月16日㈪午前
10時～午後３時30分
１月16日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午
前11時30分～）、20日㈮は「みんなでスト
レッチ体操！」（午前11時～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
１月28日㈯は「産後ダンス」をします（午前10
時～正午▷先着７組▷参加費100円▷要予約）。

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開
催しています。詳しくはあいっく (☎50-4664)へ問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 １月 11日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 １月 20日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 １月 25日㈬ ☎ 63-1131
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

教育・文化

教
育
・
文
化

「いのちはぐくむ交流授業」（22ページに関連記事）

子
育
て

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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教育・文化

み ん な の 感 想

い
の
ち

は
ぐ
く
む

交
流
授
業

　

あ
い
っ
く
で
は
、
市
内
の
小
中
学
生

や
高
校
生
が
乳
幼
児
や
育
児
中
の
保
護

者
に
話
を
聞
い
た
り
触
れ
合
う
中
で
、

子
育
て
の
楽
し
さ
や
大
変
さ
、
親
へ
の

感
謝
や
い
の
ち
の
重
み
、
他
者
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
自

己
肯
定
感
を
育
む
授
業
「
い
の
ち 

は
ぐ

く
む
交
流
授
業
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
28
年
に
開
催
し
た

小
中
学
校
や
高
校
の
児
童
・
生
徒
が
感

じ
た
こ
と
や
、
参
加
し
た
親
子
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も

各
学
校
で
授
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く（
☎
50・４
６
６
４
）

小学５・６年生
◎見ているだけで楽しく、とても元気な子も
いて個性はあるんだと思った。
◎親になった時に、「子どもにとって、親は自
分だけで、嬉しかったり、しっかりしないと
いけない」と思ったと聞いた。自分も親になっ
た時にそんな気持ちになりたい。
◎子育ては大変と思ったが、「しんどさと幸せ
どっちが勝ちますか」と聞くと、「幸せかな」
と答えてもらい、幸せが伝わり、ほっこりした。
◎お腹の中の赤ちゃんの写真を見せてもらっ
た。私も将来いっぱい産みたい。
◎「絶対必要なのは愛情」と言ったお母さん
がいて、やっぱりそうなんだと思った。貴重な
時間をいただいて、ありがとうございました。
◎色々な質問に答えてもらい、たくさん赤
ちゃんのことが分かった。パパになった時に
色々と世話をしてあげたい。

長野高校 2年生
◎赤ちゃんは頭が重くて驚いた。首は重要な
んだと思い、抱く人が変わると泣くので少し
困った。でもあやしたりして、ちゃんと反応
してくれたら嬉しく、それが母親の喜びだと
思った。
◎眠たくて、泣きやまず暴れる赤ちゃんをあ
やすお母さんを見て、改めて大変さが分かっ
た。でも、名前をつけた時や子どもから離れ
た時は不安になる話を聞き、かわいくて仕方
ないのが伝わってきた。
◎大変なことが多いから、簡単に子どもが欲
しいと言わず、産む時はちゃんと考えて、パー
トナーと話さないといけない。
◎中途半端な気持ちで産むのは絶対したくない。
◎話を聞くと大変そうやけど、私のお母さん
もこうやって自分を育ててくれたのかと知
り、感謝しようと思った。

中学３年生
◎僕は良いお父さんになれる気がする。赤
ちゃんはまだ喋られないけど、いろんな表情
があり、面白く魅力的だった。
◎赤ちゃんはかわいい。親になる喜びや大変
さを学べた。
◎あまり聞けないことをたくさん聞けた。お
母さんたち全員が口を揃えて、妊娠は「不思
議な体験」と話してくれた。体の中には２つ
の心臓がある状態なんだから。
◎夜泣きの頻度を聞くと、前日は３時間に一
度だったそうで、仕事や家事をこなすお母さ
んからは「女性の強さ」を感じ取れた。
◎兄弟でも大変なのに、赤ちゃんとずっと一
緒にいる母親はすごい。自分にはまだ、荷が
重すぎるなあ。
◎自分にもこんな小さい時があって、お母さ
んも大変だったと思う。親孝行をしたくなった。

参加者親子
◎色々な遊び方を教えてもらい、両親との
関係も聞けて、良い刺激になりました。
◎自分が小学生の時は、赤ちゃんの接し方
は全く分からなかったと思います。とても
優しく接してもらい、娘も嬉しそうでした。
◎自分の母校で交流できたので、とても楽
しかったです。
◎一生懸命質問を考えてくれた様子がとて
もほほえましく、とても楽しい時間でした。
◎女の子は質問・感想、子どもと触れ合う
ことも積極的で若いお母さんのようでした。
男の子も恥ずかしがりながらも遊んでくれ
て、すごくほっこりした時間を過ごせました。
◎子どもたちの感想を読んでいたら、涙が
出てきました。私の子どもも、こんなに大
きくなるのかと思うとドキドキします。ぜ
ひまた参加したいです。

小
学
校

中
学
校

高
校
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市
・
府
民
税
申
告
書
が

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
可
能
に

■
「
住
民
税
試
算
シ
ス
テ
ム
」
の

ご
利
用
を

　

公
的
年
金
や
給
与
の
収
入
金
額
、

各
種
所
得
控
除
な
ど
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

市
・
府
民
税
の
試
算
と
市
・
府
民

税
の
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
な
ど
で

市
へ
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

申
告
時
期
は
窓
口
や
会
場
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
試
算
シ
ス
テ

ム
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
左
下
「
電
子
サ
ー

ビ
ス
」
か
ら
ご
利
用
い
だ
だ
け
ま

■
確
定
申
告
会
場
は
、す
ば
る
ホ

ー
ル

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
３
月
15
日
㈬
ま
で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消

費
税
は
３
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
は
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田
林

市
）
で
す
。
開
設
期
間
中
は
、
税

務
署
に
は
申
告
会
場
を
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月

15
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
申
告
書
な
ど
の
受
付
と
用
紙
の

交
付
は
午
後
５
時
ま
で
▽
土
・
日

す
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告

は
で
き
ま
せ
ん
。
申
告
書
を
メ
ー

ル
な
ど
で
送
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
完
成
し
た
申
告
書
は
、

Ａ
4
用
紙
に
印
刷
し
て
税
務
課
市

民
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▽

源
泉
徴
収
票
や
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
証
明
書
等
、
添
付
資
料
も

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▽
今
回

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

市
税
の
お
知
ら
せ

〜
１
月
31
日
が
期
限
で
す
〜

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　

給
与
支
払
者
が
市
町
村
へ
提
出

す
る
平
成
29
年
度
（
28
年
分
）
の

給
与
支
払
報
告
書
と
総
括
表
の
提

出
期
限
は
、１
月
31
日
㈫
で
す
。
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
退
職
者
の

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
も
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。
用
紙
は
、
給

与
支
払
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
場
合
や
用
紙
が
足

り
な
い
場
合
は
、
税
務
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

■
市
・
府
民
税
第
４
期
分
は
１
月

31
日
ま
で
に

　

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
最

よ
る
送
信
の
ほ
か
、
郵
送
で
の
提

出
も
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類

の
添
付
を
忘
れ
ず
に
。

■
自
書
申
告
に
ご
協
力
を

　

申
告
会
場
で
は
、
自
分
で
申
告

書
な
ど
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、分

か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
助
言
を
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
で

作
成
し
て
い
ま
す
。
関
係
書
類
や

前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
に

つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合

に
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控

除
な
ど
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
場
合
や
、株
式
等
の
損
失
を

翌
年
に
繰
り
越
す
た
め
の
申
告
書
な

ど
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要

と
な
っ
た
人
で
も
、
生
命
保
険
料

や
地
震
保
険
料
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
以
外
に
健
康
保
険
料
や
介
護

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
な
ど
、各

種
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
夜

間
・
休
日
で
も
取
り
扱
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額
30
万

円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、
安

心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

■
償
却
資
産
の
申
告
を

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
の
た
め
の
資
産
（
機
械
、
装

置
、
工
具
、
設
備
な
ど
）
で
、
税

務
会
計
上
、
減
価
償
却
の
対
象
と

な
る
資
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
償

却
資
産
を
市
内
に
所
有
す
る
事
業

者
に
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
の
所
在
地
や
種
類
、数
量
、取

得
時
期
な
ど
を
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
有

者
は
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可

▽
控
え
が
必
要
な
場
合
は
返
信
用

封
筒
・
切
手
と
申
告
書
・
明
細
書

の
コ
ピ
ー
の
同
封
を
）。

※
対
象
と
な
る
資
産
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
（
申
告
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係

■
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興

特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付

義
務
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
復
興
特
別
所

得
税
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
記
帳
義
務
・
記
録
保
存
義
務
の

拡
大
に
つ
い
て

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ

て
の
人
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

記
帳
の
内
容　

売
り
上
げ
な
ど
の

収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
他
の

必
要
経
費
に
関
す
る
事
項
を
帳
簿

に
記
載
し
ま
す
。
な
お
、
記
帳
に

お
い
て
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご

と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金
額
の

み
を
ま
と
め
る
な
ど
、
簡
易
な
方

法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

帳
簿
等
の
保
存　

収
入
金
額
や
必

要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、

取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や

受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書
な

ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、ふ
る
さ
と
納
税
先

の
自
治
体
数
が
５
団
体
以
内
の
場

合
に
限
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
自
治
体
に
「
寄
附
金
税
額
控
除

に
係
る
申
告
特
例
申
請
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
寄
附
金

控
除
相
当
分
を
含
め
て
、住
民
税
か

ら
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
６
団
体
以
上
の
自
治
体

へ
寄
附
し
た
場
合
や
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
附
金
控
除
の
額
を

記
載
し
た
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

■
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

国
税
庁
が
毎
年
、
中
学
生
か
ら
募

集
し
て
い
る
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」。
今
年
度
は
、
南
河
内
地
域
の

中
学
校
34
校
か
ら
４
０
０
７
点
の

応
募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
は
13
人

が
入
選
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

納
税
貯
蓄
組
合
大
阪
府
総
連
合
会

優
秀
賞
＝
岩い

わ

部ぶ

明あ

日す

賀か

（
千
代
田

中
３
年
）、富
田
林
税
務
署
管
内
租

税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
＝

山や
ま
も
と
こ
う
へ
い

本
航
平
（
清
教
学
園
中
３
年
）、

河
内
長
野
市
長
賞
＝
吉よ

し

井い

穂ほ

乃の

佳か

（
清
教
学
園
中
３
年
）、
同
市
教
育

長
賞
＝
原は

ら

西に
し

縁ゆ
か
り

（
加
賀
田
中
３

年
）

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

「広報かわちながの」が優秀賞を受賞

　第29回近畿市町村広報紙コンクール
（毎日新聞社ほか主催）の審査結果がこの
ほど発表され、「広報かわちながの」が優
秀賞を受賞しました。
　審査対象となったのは、平成28年８
月に発行した広報紙。審査員からは「た
のしそうな表紙から焦点が連動して良い
コピーが読者を引き付ける」「焦点では子
どもにかかわる人が多く登場していて良
い」「写真・イラストが豊富で、読者の理
解を助ける」「ものづくり探訪は読みごたえがある」などの評価を
受けました。
　今後もより良い広報紙を目指して取り組みますので、引き続き「広
報かわちながの」をよろしくお願いします。
問い合わせ　都市魅力戦略課

税
金

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告

な
ど
は
２
月
16
日
㈭
か
ら
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
〜

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

を
除
く
▽
２
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

は
開
設
）

※
申
告
期
限
間
際
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
。

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に

相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
午
後
３
時

ま
で
に
ご
来
場
を
。

※
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
な
ど
の
還
付
申
告
書
は
、
１
月

か
ら
提
出
で
き
ま
す
。

※
す
ば
る
ホ
ー
ル
会
場
の
開
設
中

で
も
完
成
し
た
申
告
書
は
税
務
署

に
提
出
で
き
ま
す
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
に
は
、
税
務

署
庁
舎
入
口
の
時
間
外
収
受
箱
に

投と
う

函か
ん

を
。

※
申
告
書
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
に

税金 その他

その他

申告書にはマイナンバーの記載を
　今回の確定申告、市・府民税の申告から、
申告書には個人番号（マイナンバー）の記
載が必要となります。申告書提出時には①
マイナンバーカードか、②マイナンバー通
知カードと本人確認書類をお持ちください。
なお、郵送により提出する場合には、上記
①または②の写しを添付してください。
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お
知
ら
せ

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

一
時
停
止
し
ま
す

　

キ
ッ
ク
ス
の
電
源
点
検
の
た
め
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
一
時
停

止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時　

１
月
９
日
㈷
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
２
時

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

三
日
市
窓
口
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
ま
す

　

市
役
所
開
庁
時
以
外
で
も
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
を
交
付
で
き
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

へ
の
移
行
な
ど
に
伴
い
、
三
日
市

窓
口
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三

日
市
内
）
は
、
３
月
31
日
㈮
を
も

っ
て
廃
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
民
窓
口
課

都
市
計
画
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

と
き　

１
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
の
変
更
、
用
途
地
域
、
高

度
地
区
の
変
更
な
ど

※
10
人
ま
で
傍
聴
可
。

問
都
市
創
生
課

薬
局
で
献
血
に
つ
い
て

相
談
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
で
献
血
の
相
談
が
で
き
る

「
献
血
サ
ポ
ー

ト
薬
局
」
が
で

き
ま
し
た
。
こ

の
薬
局
は
、
健

康
の
維
持
と
献

血
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
献
血

に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
食
生
活

の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
献

血
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
時
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

右
下
図
の
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て

い
る
薬
局
が
「
献
血
サ
ポ
ー
ト
薬

局
」
で
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

医
療
機
関
関
係
者
は

届
け
出
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
関
係

者
の
就
業
状
況
な
ど
を
把
握
し
、公

衆
衛
生
行
政
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
、
２
年
ご
と
に
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
が
そ
の
実
施
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出
は
医
療

法
な
ど
の
関
係
法
令
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
28
年

12
月
31
日
時
点
の
状
況
を
次
の
と

お
り
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
者
・
届
け
出
先　

医
師
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
の
免
許
を
所
有

し
て
い
る
人
＝
「
最
寄
り
の
保
健

所
」、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

技
工
士
で
業
務
に
従
事
し
て
い
る

人
＝
「
主
な
従
事
先
を
管
轄
す
る

保
健
所
」

届
出
方
法　

１
月
４
日
㈬
〜
16
日

㈪
に
各
保
健
所
で
配
布
す
る
用
紙

を
各
保
健
所
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
富
田
林
保
健
所
企
画
調
整
課

（
☎
23
・
２
６
８
１
）

講
演
・
講
座

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　

集
い
の
場
を
盛
り
上
げ
る
ゲ
ー

ム
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手

法
を
学
び
ま
す
。

と
き　

２
月
３
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
11
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　

１
２
９
人（
１
４
０
件
）

◎
金
額　

２
９
４
万
３
千
円

◎
寄
附
者　
松
下
健
志
さ
ん

※
10
万
円
以
上
の
寄
附
者
の
み
氏
名
を
掲
載
。

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

少
し
の
余
裕
が

子
ど
も
を
変
え
る

　

不
登
校
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
今
日
で
は
ど
の
児

童
生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
く
、
平
成
27
年
度
の

文
部
科
学
省
の
「
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
速
報
値

に
よ
る
と
、
中
学
校
の
不
登
校
生

徒
数
は
平
成
13
年
度
以
降
、
概
ね

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
24
年
度

で
は
前
年
度
比
３
・
６
％
減
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

後
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
、
特
に

小
学
校
6
年
生
と
中
学
校
1
年
生

の
間
に
大
き
な
差
と
な
り
不
登
校

生
徒
数
は
3
倍
近
く
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
現
象
は
、「
中
1
ギ

ャ
ッ
プ
」
と
言
わ
れ
、
今
ま
で
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、減

少
は
し
つ
つ
も
解
消
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

人
は
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

完
成
さ
れ
る
ま
で
に
長
い
年
月
を

要
し
、
そ
の
入
り
口
と
し
て
第
二

次
性
徴（
男
女
両
性
の
示
す
特
徴
）

の
時
期
を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
は

生
殖
機
能
の
成
熟
と
い
う
肉
体
の

変
化
を
通
じ
て
思
春
期
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
身
体
的
な
変
化
が
子
ど

も
た
ち
を
不
安
に
さ
せ
、
同
時
に

精
神
的
な
変
化
も
起
こ
っ
て
き
ま

す
。
心
と
身
体
が
共
に
成
長
し
て

い
け
ば
良
い
の
で
す
が
、
実
際
に

は
成
長
の
速
度
が
大
き
く
違
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
り
、
上
手
く
言
葉

で
表
現
で
き
な
い
状
況
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

心
の
不
安
定
さ
か
ら「
親
と
喧け

ん

嘩か

し
た
り
、
話
す
事
が
減
っ
た
」
な
ど
、

思
春
期
独
特
の
自
我
の
芽
生
え
に

よ
る
自
己
主
張
が
こ
の
頃
か
ら
出

現
し
て
き
ま
す
。
悩
み
事
の
変
化

は
「
友
だ
ち
関
係
で
悩
む
こ
と
が

多
く
な
っ
た
」
や
「
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
不
安
に
な
る
」
と
い
う

変
化
が
起
こ
り
、
こ
れ
は
男
女
の

受
け
止
め
方
の
差
も
あ
り
、
お
互

い
の
理
解
に
何
ら
か
の
障
が
い
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
不
安
へ

の
対
処
法
は
性
別
に
よ
り
異
な
り
、

例
え
ば
勉
強
に
励
ん
だ
り
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
打
ち
込
む
子
ど
も
も
い

れ
ば
、
友
だ
ち
と
話
し
た
り
遊
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
、
不
安
を
解
消

で
き
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
中
に
は
、
自
分
の
不
安
を
深

刻
に
と
ら
え
過
ぎ
て
殻
に
こ
も
っ

て
し
ま
い
、
不
登
校
に
な
っ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

子
ど
も
の
心
が
揺
れ
動
い
て
い
る

状
況
を
大
人
は
理
解
で
き
ず
に
、

子
ど
も
に
責
め
る
言
葉
を
発
し
て

追
い
詰
め
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

子
ど
も
の
変
化
は
、
成
長
段
階

の
時
に
は
出
て
き
て
も
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
時
の
対

応
が
頭
ご
な
し
に
怒
っ
た
り
、
子

ど
も
の
話
を
無
視
し
た
り
す
る
と
、

子
ど
も
は
「
言
っ
て
も
無
駄
」
と

思
い
反
発
へ
と
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
が
多
い
で
し
ょ
う
。「
話
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
」「
自
分
の
意
見
が
言

え
た
」
と
い
う
、
自
分
の
存
在
が
、

家
族
や
社
会
か
ら
認
め
て
も
ら
う

こ
と
で
、
心
の
安
心
感
や
自
己
有

用
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
周
り
の
大
人
た
ち
が
、
心

に
余
裕
を
持
っ
て
子
ど
も
と
向
き

あ
う
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
子
ど

も
に
は
必
要
で
あ
り
、
少
し
で
も

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

契
約
は
落
ち
着
い
て
、

時
間
を
か
け
て
慎
重
に
!!

●
い
ま
一
度
、
冷
静
に
考
え
て
！

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎

日
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
最
善
の

解
決
策
を
助
言
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
お

話
を
聞
い
て
い
く
と
意
外
に
多
い

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
○
○
○
」「
月
々
安
く
な

る
と
説
明
を
受
け
て
〇
〇
〇
」
な

ど
で
す
。
こ
の
〝
○
○
○
〞
に
は
、

「
今
だ
け
と
言
わ
れ
た
、今
日
限
り

と
の
説
明
で
あ
っ
た
」
の
よ
う
な

意
味
合
い
の
言
葉
が
入
り
ま
す
。

●
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
！

　

悪
質
な
販
売
勧
誘
員
は
時
間
を

武
器
に
攻
め
込
ん
で
き
ま
す
。
古

来
か
ら
、〝
人
は
将
来
の
10
万
円
よ

り
今
の
１
万
円
に
魅
力
を
感
じ
て

し
ま
う
〞
こ
と
は
心
理
学
の
定
説

で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
を
熟
知
し
て

い
ま
す
。「
安
く
な
る
」「
得
す
る
」

「
今
だ
け
」「
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
価
格
」

な
ど
嬉
し
い
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、有

益
で
得
す
る
情
報
は
待
っ
て
い
て

飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
触
れ
込
み
を

耳
に
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
結
論

を
出
さ
ず
に
、
こ
ち
ら
が
時
間
を

掛
け
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
今
す

ぐ
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
損
を
し

て
し
ま
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
今
度
は
こ
ち
ら
が
時

間
を
武
器
に
戦
う
番
で
す
。

　

契
約
は
重
要
な
意
思
表
示
で
す

か
ら
、十
分
考
え
て
く
だ
さ
い
。そ

し
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
迷
わ
ず

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安

心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

  [コラム] 

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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　昨年 12月の一斉改選により、158人の人たちが新しく民生委員・児童委員として厚生労働大臣から委嘱されま
した。任期は平成 31年 11月 30日までです。民生委員・児童委員は、高齢者や児童・心身障がい者などの人々
の福祉・日常生活問題などについての相談を受け、助言・援助を行います。

大
学
連
携
講
座

高
野
山
大
学
編

■
人
文
学
へ
の
招
待
〜
宗
教
・
歴

史
・
芸
術
・
文
学
〜

と
き　

①
２
月
10
日
㈮
・
②
18
日

㈯
、
③
３
月
21
日
㈫
・
④
24
日
㈮

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
（
②
の
み
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
）
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

講
師
・
内
容　

①
土
居
夏
樹
助
教

＝
「
般
若
心
経
」
を
誦と

な

え
る
と
い

う
こ
と
〜
弘
法
大
師
の
思
想
入
門

〜
、
②
坂
口
太
郎
助
教
＝
高
野
山

町
石
道
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化
、

③
高
倉
正
行
教
授
＝
ジ
ョ
ン
・
エ

ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ミ
レ
ー
作
「
オ
フ

ィ
ー
リ
ア
」
に
つ
い
て
、
④
浜
畑

圭
吾
助
教
「
平
家
物
語
」
と
高
野

山
〜
中
世
の
伝
承
世
界
〜

定
員　

各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
５
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

世
界
情
勢

こ
こ
に
注
目
！

と
き・内
容　
１
月
28
日
㈯
＝
「
イ

ラ
ク
の
モ
ス
ル
を
め
ぐ
る
Ｉ
Ｓ
掃

討
作
戦
」、
２
月
５
日
㈰
＝
「
シ
リ

ア
情
勢
と
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
勢
力
」

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
５
０
０
円
（
国
際
交

流
協
会
会
員
は
無
料
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-

w
eb.jp

）
で
国
際
交
流
協
会
へ　

と
き　

１
月
15
日
㈰
①
午
前
11
時

〜
正
午
②
午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
「
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
」（
千
早

赤
阪
村
）

定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
へ

問
南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
72
・
０
０
９
０
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

と
き
・
内
容　

１
月
18
日
㈬
＝

松
・
竹
・
梅
の
寄
せ
植
え
処
置
、２

月
15
日
㈬
＝
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
育
て

方
、
３
月
15
日
㈬
＝
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
植
え
つ
け
、
４
月
19
日
㈬
＝
ワ

タ
の
種
ま
き
、
５
月
17
日
㈬
＝
エ

ビ
ネ
ラ
ン
の
植
え
か
え
▽
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務

所定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

で
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会
へ

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

問い合わせ　いきいき高齢・福祉課

◉ あなたのまちの民生委員・児童委員 ◉

地区 氏　名 住　　所 電話番号 地区 氏　名 住　　所 電話番号 地区 氏　名 住　　所 電話番号

長　
　
　
　
　
　

野

川﨑　良子 菊水町 1-12 52-2495

天　

野  

・  

小　

山　

田

山本きみ代 緑ケ丘北町29-5 53-8409 美
加
の
台

吉田　妙子 美加の台3丁目15-16 63-7119
村上由紀子 長野町 11‐22 52-3239 山田　啓子 緑ケ丘中町10-20 55-1091 山本　元一 美加の台5丁目22-11 63-0864
船井　克容 本町 21-8 53-5517 藤澤ひろみ 緑ケ丘南町17-1 53-9431 山本　　伸 美加の台6丁目22-3 62-5852
辻本　　亨 本町 3-8 52-2061 松本　　健 天野町1046-甲 53-3761

加　
　
　
　

賀　
　
　
　

田

濱田　光國 南ケ丘 18-5 63-4017
矢野　孝司 本町 27-14 53-2554 泰中　義一 下里町 923 54-6597 森　　忠弘 南ケ丘 2-5 63-8945
坪佐　　勝 西代町 4-9 52-6239 平野　純子 荘園町 26-1 53-7051 中西　和美 南青葉台 13-7 65-1804
堀野　恭子 古野町 21-2 53-2169 岸本　史惠 荘園町 31-8 55-1785 藤松喜久次 南青葉台24-4 63-9056
市場香世子 古野町 11-11 53-0696 久成比呂史 小山田町1250-58 54-6708 米谷　正枝 北青葉台12-24 63-5960
北浦　友信 原町 2丁目 2-36 53-6229 楫　　一夫 小山田町2765-35 54-0098 後藤　幸子 北青葉台26-14 63-2886
廣田　勝治 原町 3丁目 7-3 53-2598 森　　和夫 小山田町451-87 53-2690 谷口　禮三 石仏 934 64-0303
服部　成江 本多町 5-8 52-3648 窪田　憲二 小山田町2605-1 54-4846 森本　容子 加賀田 2687 63-3463
大北　　豊 野作町 6-10 54-0822 池西　一郎 小山田町 2978 53-5505 上之坊富子 加賀田2296番地 63-3462
北野　末雄 寿町 1-36 53-5712

三　
　
　
　

日　
　
　
　

市

寺前　公雄 三日市町 667-1 63-3294 沢尻　昭子 加賀田 1665 62-5987
向井　順子 錦町 18-8 54-6977 石橋早奈美 三日市町 199-1 65-0272 野村　榮一 大矢船西町2-2-302 55-3981
原口　則昭 錦町 20-27 54-0755 井上　隆彦 三日市町 178-2 63-1705 南　　吉昭 大矢船中町25-2 63-6405
南光みゆき 栄町 9-23 54-1868 西浦眞由美 三日市町 16-3 63-3190 横山　和子 大矢船南町16-6 62-5632
井谷　妙子 栄町 11-26 52-5663 福塚　昭治 三日市町1027-1-3-501 65-6125 釘本　武昌 大矢船北町20-8 64-1006
島田　文雄 栄町 15-23 55-0118 矢納　嘉子 喜多町 676-2 65-1329

南　
　

花　
　

台

山上　裕子 南花台1丁目18-1 69-0775
椋本　浩一 栄町 25-15 52-5108 増田　勝紀 喜多町 337 62-4554 新子谷笑子 南花台2丁目8-15 63-8038
新谷　清美 上原町 876 53-0090 小林　昌二 喜多町 500-26 64-8234 内海多英子 南花台3丁目6-40-810 62-2898
山際　勝彦 上原町 36 52-6506 髙見　　薫 上田町 207 63-1537 中嶋美智代 南花台3丁目6-40-701 63-1098
淺井　廣美 末広町 5-35 62-2355 古川　　守 上田町 147 62-2774 喜田　満子 南花台3丁目1-5-103 63-7221

千　

代　

田　

西

池尻　芳男 木戸西町3丁目15-6-101 090-9717-3950 伊東　義輝 楠ケ丘 8-9 65-1299 山本みどり 南花台8丁目17-1-205 65-6970
藤本　富男 木戸西町2丁目9-25 52-6559 河﨑　和子 小塩町 164-6 65-0800 伊藤　幾惟 南花台3丁目5-44-504 63-5390
村田　洋三 楠町東 1830 55-1880 峯　加津子 小塩町 53-3 62-2476 小野　愈烝 南花台4丁目3-6 63-5327
山原千枝子 楠町西 1056 52-6031 小牧　克己 河合寺 104-25 64-1156 辻井　義明 南花台5丁目13-5 64-1537
白藤　照子 松ケ丘西町1576-17 54-4845 大和裕見子 日東町 12-4 60-2118 北山　京子 南花台6丁目9-9 65-1032
西本　和子 松ケ丘中町1590-1 53-9247 安井　光明 日東町 1-16 64-0880 白濱加代子 南花台8丁目9-2 64-8969
寶上　善昭 松ケ丘東町1345-6 54-3635 吉川　宏美 東片添町 26-8 64-0228

川　
　

上

吉岡　和子 清見台1丁目3-3 63-2028
浦尾　澄子 北貴望ケ丘38-2-109 53-3112 玉木　義輝 中片添町 23-13 62-6098 千田　利勝 清見台2丁目19-2 63-3196
山田　重誠 北貴望ケ丘38-13-103 54-2043 南口　貞夫 西片添町 13-22 62-3476 河野　幸子 清見台4丁目14-1 65-6246
山内　　健 南貴望ケ丘29-42 54-3555

高　
　
　

向

西　　節子 高向 213番地 55-1805 藤田　昌宏 清見台3丁目16-11 64-9395
工藤　兼弘 あかしあ台1丁目13-8 54-3817 川岸　康泰 高向1680番地の2 54-4940 芝本　保美 河合寺 796 63-1715
城　まり子 自由ケ丘 1-1-804 54-0888 垣内　正子 高向232番地の1 53-8361 吉尾悠美子 寺元 295-5 62-6957

千　

代　

田　

東

澁谷　順子 木戸 1丁目 28-1 52-2195 天川けい子 高向748番地 52-4023 田中　伸和 神ガ丘 760-1 60-0102
東尾　祥代 木戸 1丁目 29-7 52-4614 辻　　泰子 高向 1013 53-1074 井之本　昇 鳩原 154 62-3914
仁科　満惠 木戸2丁目14-16 52-6369 山中　和子 高向857番地の1 53-7821 田中　公子 太井41-甲 69-0131
室谷　一男 木戸3丁目20-20 54-0854 尾方　淳治 高向 1739-5 56-4750 奥野　久子 小深 373- 甲 69-0032
佐々木　護 木戸3丁目21-14 53-8263 溝端佐智子 滝畑 1809- 甲 64-9167 森本　芳栄 石見川 130-1 69-0136
今泉ツタ子 木戸町 12-3 53-2970 山﨑　弘子 旭ケ丘 19-3 55-0127

主
任
児
童
委
員

安竹　まき 北青葉台 63-5619
安本　　修 市町 386 53-3229 福井八重子 旭ケ丘 3-17 53-1481 西村佐江子 小山田町 2204 56-7212
中林　澄子 市町440番地 52-5597 久保　立子 日野 510 62-3351 安田　宗義 神ガ丘 1386-1 62-6850
出木野康幸 市町 1307 52-2896 向井富美子 日野 773-1 63-3768 大原　栄子 喜多町 643-3 63-7610
鈴木　　裕 向野町781-17-103 56-5818 山口　政次 上原町121-3 52-3267 上尾　晶子 美加の台1丁目32-13 63-6202
新瀨　　彰 千代田南町19-18 54-0181

天　

見

鵜飼　　武 岩瀬 568 68-8139 関　　正子 天野町 965- 乙 52-6581
小野田冨子 千代田南町26-2 54-0832 植中　史代 岩瀬 1265 68-8148 東尾　俊子 木戸2丁目24-5 53-3336
太田　春美 千代田南町28-4 53-0733 坂元　美紀 天見116番地 65-1615 三浦　昭子 高向 967 53-2844
大谷　邦康 汐の宮町 16-11 55-1363 小西　和子 天見1453 68-8426 辻　喜代子 岩瀬 1304 68-8124

天
野  

・  

小
山
田

高岡　信二 千代田台町11-12 55-6227 的場眞弓子 流谷 239 68-8487 上田雄三郎 加賀田 3100 63-3118
前田　正治 千代田台町1-5-207 53-7029 藪本八智代 清水 1283番地 68-8531 山本　淑子 南花台1丁目23-10 62-6782
藤本　淳一 千代田台町1-16-705 53-4102 美

加
の
台

大谷裕美子 美加の台1丁目32-14 62-3292 目良香代子 松ケ丘東町1817-29 52-7152
西尾　光央 小山田町 35 56-5267 藤縄　美子 美加の台1丁目30-9 65-6736 辻野　晶子 古野町 8-6 53-8600
半田美惠子 緑ケ丘北町13-31 55-1658 浅岡千惠子 美加の台2丁目21-1 62-4432

おおさか河内材で作る木工教室
　ままごとキッチン（高さ 82㌢×横幅 50㌢
×奥行き 25㌢▷天板までの高さ 40㌢）を作
ります。
とき　１月 22 日㈰・29
日㈰午前９時 30 分～午
後４時▷２回シリーズ
ところ　林業総合セン
ター木

きん

根
こん

館
かん

定員　12人（先着順）
参加費　9000円
申し込み　１月５日から
電子メール（kinkonkan@
sinrin.org）に住所、氏名、
電話番号、催し名を記入して同センターへ
問林業総合センター（☎64-8151）

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

山
の
実
り
の

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　

紅も
み
じ葉

や
、
木
の
実
の
入
っ
た
キ

ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
「
絵
本
の
中
で
成
長
す
る
子
ど

も
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
芸
術
を

味
わ
い
ま
す
。　

と
き　

１
月
24
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

40
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
１
月
５
日
か
ら
図
書
館

へ
▽
往
復
は
が
き
（
〒
586
ー
０
０
２

５
昭
栄
町
７
の
１
）、
電
子
メ
ー
ル

（tosho-kouza@
city.kaw

achi
nagano.lg.jp

）
の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
催
し

ク
ラ
フ
ト
講
座

■
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
コ
コ
ナ
ッ

ツ
オ
イ
ル
で
石
鹸
を
つ
く
ろ
う

と
き　

２
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
向
公
民
館

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

８
０
０
円

申
し
込
み　
１
月
13
日
か
ら
同
館
へ

問
高
向
公
民
館（
☎
54・４
５
４
８
）

国
際
料
理
教
室
〜
韓
国
編
〜

　

本
格
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
。

と
き　

１
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
し
込
み　
１
月
５
日
か
ら
電
話
で

国
際
交
流
協
会（
キ
ッ
ク
ス
内
）へ

問
国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

展
示
・
催
し

幼
児
・
小
中
学
生
花
の
絵
画
展

　

子
ど
も
た
ち
が
花
の
文
化
園
の

花
や
風
景
を
描
い
た
絵
画
作
品
を

名
、
参
加
し
て
い
る
活
動
・
期
間

を
記
入

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
帰
還

■
「
風
化
さ
せ
ま
い
、
シ
ベ
リ
ア

強
制
抑
留
」
上
映
と
講
演

と
き　

１
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
同
館

へ問
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

展
示
し
ま
す
。来
園
し
た
人
の
投
票

で
花
の
文
化
園
賞
を
決
定
し
ま
す
。

投
票
受
付
期
間　

１
月
５
日
㈭
〜

15
日
㈰

展
示
期
間　

１
月
５
日
㈭
〜
２
月

５
日
㈰

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

※
入
園
料
が
必
要
。

問
花
の
文
化
園（
☎
63・
８
７
３
９
）

市
指
定
文
化
財
旧
三
日
市
交
番

第
３
期
常
設
展
　

■
楠
木
正
成
〜
大
楠
公
〜

と
き　

４
月
９
日
㈰
ま
で
の
土
・

日
・
祝
休
日
▽
時
間
は
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

旧
三
日
市
交
番

問
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

く
ろ
ま
ろ
館
の
展
示

■
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示
「
招
福
酉と

り

年
〜
縁
起
物
で
良
い
年
を
〜
」

　

新
年
に
合
わ
せ
て
、
縁
起
物
や

今
年
の
干
支
（
酉
）
に
ち
な
ん
だ

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

１
月
７
日
㈯
〜
29
日
㈰

■
企
画
展
示
「
観
心
寺
恩お

ん

賜し

講
堂

と
楠
公
顕
彰
」

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
盛
ん
だ

っ
た
、
楠
木
正
成
の
顕
彰
活
動
と
、

と
っ
て
お
き
の
家
庭
菜
園
講
座

　

春
夏
野
菜
の
栽
培
方
法
を
学
び

ま
す
。

と
き　

１
月
11
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
菜
園
ク
ラ
ブ
の
斉
藤
さ
ん

（
☎
56
・
６
０
４
８
）

そ
の
頃
観
心
寺
に
移
築
さ
れ
た
恩

賜
講
堂
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
１
月
21
日
㈯
〜
３
月
26
日
㈰

※
時
間
・
会
場
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
く
ろ
ま
ろ
館

で
▽
祝
休
日
以
外
の
月
曜
日
と
祝

休
日
の
翌
日
は
休
館
。

問
く
ろ
ま
ろ
館（
☎
64・１
５
６
０
）

滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

セ
ン
タ
ー
の
展
示

■
量
る
〜
く
ら
し
を
支
え
る
秤は

か
り

た

ち
〜

と
き　

１
月
28
日
㈯
〜
５
月
７
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▽
４
月

か
ら
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▽

祝
日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
日
の
翌

日
は
休
館

と
こ
ろ　

滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
セ
ン
タ
ー

問
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ

ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
２
０
１
）

南
花
台
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
示

内
容
・
と
き　

①
書
き
初
め
展
＝

１
月
15
日
㈰
〜
27
日
㈮
、
②
水
彩

画
展
＝
１
月
31
日
㈫
〜
２
月
11
日

㈷
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

南
花
台
公
民
館　

「
生
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
!!
」

を
実
感
で
き
る
綴
り
方
講
座

と
き　

１
月
11
日
㈬
・
25

日
㈬
、
２
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
午

前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
３
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

で
ア
イ
・
マ
イ
・
ミ
ー
の
重
里
さ

ん
へ

問
重
里
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９

６
０
・
５
７
３
９
）

問
南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

対
象　

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
る
人

※
利
用
資
格
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
。

と
き　

２
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

60
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
〜
27
日
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
不
可
）

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
講
座

■
終し

ゅ
う

活か
つ

で
も
っ
と
元
気
に
！

と
き　

①
１
月
19
日
㈭
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
②
２
月
11
日
㈷
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
２
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル（info@

rakusou
.jp

）
で
浦
田
さ
ん
へ

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
浦
田
さ
ん（
☎
21
・
４
８
２
５
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

南
みなみ

河
か わ ち

内よみかきこうりゅうかい
■ひろげよう識

しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の輪
わ

とき　１月
がつ

28日
にち

㈯午
ご

後
ご

２時
じ

～４時
じ

ところ　まつばらテラス（輝
かがやき

）（松
まつ

原
ばら

市
し

）
申
もう

し込
こ

み　１月
がつ

20日
にち

までに文
ぶん

化
か

・ス
ポーツ振

しん

興
こう

課
か

へ
問
と

い合
あ

わせ　文
ぶん

化
か

・スポーツ振
しん

興
こう

課
か

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

１月11日㈬・25日㈬午後
２時30分～（15分程度） 各10組

４歳～就学
前の子ども

１月11日㈬・25日㈬午後
３時30分～（30分程度）

各25人
小学生

１月７日㈯・28日㈯、２月
４日㈯午前11時～、１月21
日㈯午後２時～（30分程度）

※当日直接図書館へ▷１月28日は保護者入場可。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
（1月２・３日の開館時間は午前10時～午後５時）
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年
です。更新手続きには、住所・氏名が確認でき
るものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。
■休館日　１月１日・９日、２月７日
■新刊図書の紹介
◎児童書　えとえとがっせん　石

い し

黒
ぐ ろ

亜
あ

矢
や

子
こ

　　　　　は・は・は　せなけいこ
◎小　説　沈

ち ん

黙
も く

法
ほ う

廷
て い

　佐
さ

々
さ

木
き

譲
じょう

　　　　　社長室の冬　堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

◎一般書　つながる脳科学　理化学研究所
　　　　　料理上手の自家製レシピ　有

あり

元
もと

葉
よう

子
こ

ほか

■自動車文庫巡回表（１月１日～２月４日）
巡回日 巡回時間 場　　所

１月10日㈫
１月24日㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

１月11日㈬
１月25日㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

１月12日㈭
１月26日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

１月13日㈮
１月27日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

１月17日㈫
１月31日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

１月18日㈬
２月１日㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

１月５日㈭
１月19日㈭
２月２日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

１月６日㈮
１月20日㈮
２月３日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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市
民
が
創
る

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

■
い
や
し
の
錦
渓
大
仏
と
新
酒
の

天
野
酒
を
味
わ
う

と
き　

２
月
７
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時

コ
ー
ス　

河
内
長
野
駅
〜
錦
渓
山

極
楽
寺
〜
喜
一
（
昼
食
）
〜
天
野

酒
酒
蔵
（
酒
蔵
見
学
）

定
員　

20
人

参
加
費　

３
９
０
０
円（
昼
食
付
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

電
話
で
㈱
博
文
舎（
☎

06
・
６
１
９
５
・
９
０
５
６
）
へ

問
産
業
観
光
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
共
に

奥
河
内
を
楽
し
む

■
光
滝
寺
参
拝
・
初
不
動
「
餅
ま

き
」
参
加
と
歴
史
散
策

と
き　

１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
▽
受
付
は
午
前
９
時
45

分
か
ら
▽
雨
天
中
止

集
合　

滝
畑
湖
畔
観
光
レ
ス
ト
ラ

ン
横
広
場

コ
ー
ス　

天
神
社
〜
滝
畑
ふ
る
さ

と
文
化
財
の
森
〜
夕
月
橋
〜
滝
畑

レ
ス
ト
ラ
ン
（
昼
食
）
〜
光
滝
寺

初
不
動
参
拝
（
約
５
・
５
㌔
▽
光

滝
寺
で
解
散
）

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

　
「
傷
害
防
止
の
た
め
の
テ
ー
ピ
ン

グ
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

本
Ｓ
Ａ
Ｑ
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　

１
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１

時
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
総
合

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事
務
局
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事
務
局
（
同

館
内
、
☎
62
・
８
０
１
１
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　

３
月
１
日
㈬
・
３
日
㈮
・

８
日
㈬
・
10
日
㈮
午
前
９
時
〜
11

時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

大
師
総
合
運
動
場

申
し
込
み　

２
月
１
日
〜
23
日
に

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
８
日
か
ら
電
話

で
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所
へ

（
営
業
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
▽
第
２
水
曜
日
定
休
）

問
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所

（
☎
55
・
０
１
０
０
）

え
ぼ
し
の
森
を
た
ん
け
ん

■
道
の
な
い
と
こ
ろ
を
歩
い
て
み

よ
う

と
き　

１
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）

集
合　

烏
帽
子
形
公
園
プ
ー
ル
横

東
屋
付
近

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
（
保
険
代
▽
家
族
３

人
以
上
は
全
員
で
５
０
０
円
）

持
ち
物　

軍
手
、
筆
記
用
具
、
あ

れ
ば
ル
ー
ペ
・
図
鑑
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

く
暖
か
い
服
装
で
参
加
を
▽
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
団
体

参
加
は
事
前
に
相
談
を
。

電
話
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
中

谷
さ
ん
へ

問
中
谷
さ
ん（
☎
56
・
２
５
１
５
）

花
の
文
化
園

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

と
き　

３
月
20
日
㈷
午
前
９
時
〜

正
午
（
決
勝
は
午
後
２
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

種
目　

①
小
学
１
・
２
・
３
年
生
、

②
小
学
４
・
５
・
６
年
生
（
①
②

と
も
に
５
人
以
上
の
チ
ー
ム
）

定
員　

各
４
チ
ー
ム
（
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
15
日
〜
３
月
５

日
に
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け

付
け

※
詳
細
は
エ
ン
ト
リ
ー
確
定
後
、

郵
送
に
て
案
内
▽
少
雨
決
行
、
荒

天
中
止
▽
高
校
生
以
上
の
観
戦
す

る
人
は
入
場
料
が
必
要
。

問
花
の
文
化
園（
☎
63・
８
７
３
９
）

募　

集

リ
サ
イ
ク
ル
本
の
提
供
に

ご
協
力
を

　

２
月
11
日
㈷
に
開
催
す
る
図
書

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
に
出
品
す
る

問
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田

原
さ
ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

プ
ラ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う

〜
茶
道
体
験
〜

対
象　

社
会
参
加
に
不
安
を
持
ち

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年

と
き　

１
月
19
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

電
話
で
南
河
内
プ
ラ

ッ
ツ
へ

問
南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ（
☎
０
９
０
・

９
２
５
８
・
８
１
７
７
）

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

２
月
２
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
か
ら
同
館

へ問
加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

コ
ン
サ
ー
ト

「
チ
ェ
ロ
の
音
色
を
楽
し
も
う
」

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分

中
古
本
を
募
集
し
ま
す
。

受
付　

２
月
６
日
㈪
ま
で
に
図
書

館
へ
▽
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
８
時
（
休
館
日
を
除
く
）

※
百
科
事
典
、
美
術
全
集
、
文
学

全
集
、
ま
ん
が
、
週
刊
・
月
刊
誌
、

成
人
向
け
書
籍
、
破
損
し
た
本
な

ど
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

と
こ
ろ　

高
向
公
民
館

定
員　

45
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
13
日
か
ら
同
館

へ問
高
向
公
民
館（
☎
54・
４
５
４
８
）

ス
ポ
ー
ツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

対
象　

高
校
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
者
で
構
成
す
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ

ー
ム
（
未
登
録
チ
ー
ム
も
参
加
可

▽
登
録
料
５
０
０
０
円
が
必
要
）

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

20
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

電
子
メ
ー
ル
（jun

50826@
yahoo.co.jp

）
に
チ

ー
ム
名
・
代
表
者
の
名
前
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
１
月
７
日
〜
21

日
に
同
連
盟
の
石
田
さ
ん
へ
（
電

話
不
可
）

問
石
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
２

６
５
・
３
９
６
８
）

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
生
徒
（
４
月
入
学
）

　

通
信
や
環
境
、
整
備
分
野
の
技

能
者
を
育
成
す
る
職
業
訓
練
校
で

す
。

対
象　

18
歳
以
上

募
集
期
間　
１
月
５
㈭
日
〜
25
日
㈬

※
１
月
10
日
㈫
・
20
日
㈮
に
見
学

会
を
開
催
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
を
。

問
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
７
２
５
・
53
・
３
０
０
５
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

施設名 住　　所 電話番号
川 上 公 民 館 〒586-0053寺元501 65-1612
加賀田公民館 〒586-0071加賀田617-4 62-2116
高 向 公 民 館 〒586-0036高向515-3 54-4548
千代田公民館 〒586-0009木戸西町1-2-9 55-1125
三日市公民館 〒586-0048三日市町288-1 62-6155
天 見 公 民 館 〒586-0061岩瀬1244 63-4074
天 野 公 民 館 〒586-0086天野町1520-5 55-6191
南花台公民館 〒586-0077南花台8-4-1 63-1131

平成29年度公民館クラブ員を募集します
申し込み　往復はがきに住所・氏名、電話番号と希望ク
ラブ名１つを記入して２月 15日（当日消印有効）まで
に各公民館へ
※現在クラブ員の人も申し込みが必要▷同じ種目のクラ
ブには 1人１クラブのみ申し込み可▷クラブ一覧表と申
し込み案内書は各公民館で配布（市ホームページにも掲
載）▷抽選結果は３月上旬に通知します。
問下表の各公民館

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

◉編集後記
今月号から紙面に使用しているフォント（文字の書体）を
リニューアルしました。記事をより読みやすくするために、
「文字のかたちがわかりやすいこと」「読みまちがえにくいこ
と」「文章が読みやすいこと」をコンセプトに開発されたユ
ニバーサルデザインフォントを使用し、文字の大きさにつ
いても見直しています。今後もより読みやすい紙面を目指
して取り組みますので、引き続き「広報かわちながの」を
よろしくお願いします（伊藤・藤本・道仙・山崎）

相談いろいろ
（１月１日～２月４日）
相談はすべて無料です。気軽にご利用を。

■人権相談　▶とき　毎週火曜日午前10時～午後１
時　▶ところ　人権推進課　▶相談員　人権擁護委
員　▶できるだけ事前に電話連絡を
問人権推進課
■女性相談～家族関係・DVなど（予約制）　▶とき
毎月第２水曜日午後１時～４時と第３土曜日午前９時
30 分～ 11 時 30 分、第４水曜日午前 10 時～正午と
午後１時～３時　▶ところ　キックス　▶相談員　女
性カウンセラー
問男女共同参画センター（☎54-0003）または人権
推進課
■心配ごと相談～悩み・困りごとなど～　▶とき　1
月 11 日㈬・25 日㈬午前 10 時～正午　▶ところ　
社会福祉協議会　▶相談員　民生委員・児童委員
問社会福祉協議会（☎65-0133）
■労働相談（予約制）　▶ところ　相談員の事務所な
ど　▶相談員　社会保険労務士　▶申込者の都合に合
わせて日程調整ができます
問産業観光課
■育児相談（予約制）　▶とき　①水曜日を除く毎日
午前10時～午後５時30分（１月１日～３日を除く）
②月～金曜日午前10時～午後５時30分（１月１日
～３日・９日を除く）　▶ところ　①子ども・子育て
総合センターあいっく②子育て支援センターちよだだ
い▶相談員　保育士など
問①あいっく（☎50-4664）②同センターちよだだ
い（☎53-2456）
■行政相談　▶とき　１月 17日㈫午前 10時～正午
▶ところ　自治協働課　▶相談員　行政相談委員
問自治協働課
■法律相談（予約制）　▶とき　毎週水曜日午後１時～
４時30分　▶ところ　自治協働課　▶相談員　弁護士
問自治協働課

放
課
後
児
童
会
嘱
託
員

職
務
内
容　

放
課
後
児
童
会
指
導

業
務

応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
教
員

の
資
格
を
持
つ
人
、
児
童
の
指
導

に
つ
い
て
知
識
・
経
験
を
有
す
る

人勤
務
日　

①
月
〜
土
曜
日
の
う
ち

週
５
日
、
②
月
〜
土
曜
日
の
う
ち

週
３
回
、
③
月
〜
土
曜
日
の
う
ち

指
定
す
る
日

募
集
人
数　
①
５
人
、②
12
人
、
③

４
人

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

試
験　

１
月
15
日
に
キ
ッ
ク
ス
で

作
文
試
験
を
実
施
（
①
の
み
）
▽

16
日
以
降
に
面
接
試
験
を
実
施

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
１
月
５
日
〜
14
日

（
８
・
９
日
を
除
く
▽
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
）
に
地
域
教
育

推
進
課
（
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ

※
試
験
時
に
免
許
・
資
格
の
原
本

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

問
地
域
教
育
推
進
課

（
☎
54
・
０
０
０
５
）

日
本
語
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ

　

地
域
在
住
の
外
国
人
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
日
本
語
学
習
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

国
際
交
流
協
会
の
「
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
ま
た
は

他
機
関
の
日
本
語
教
育
に
関
す
る

講
座
を
受
講
し
た
経
験
の
あ
る
人

で
、
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
に
キ
ッ
ク
ス
か
毎
週
木
曜
日
午

後
６
時
〜
８
時
に
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー

ル
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

で
開
催
す
る
教
室
に
参
加
で
き
る

人募
集
人
数　

若
干
名
（
抽
選
）

申
し
込
み　

１
月
20
日
ま
で
に
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp
▽
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、
受
講
し
た
講
座
名
、
機

関
名
を
記
入
）
で
同
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

デ
ン
マ
ー
ク
訪
日
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
21
人
の
高
校

生
が
来
日
し
ま
す
。
そ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

滞
在
期
間　

３
月
７
日
㈫
〜
10
日

㈮申
し
込
み　

１
月
５
日
〜
12
日
に

電
話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp

）
で
国
際
交
流
協

会
へ
（
抽
選
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

防
衛
省
自
衛
官

■
男
性
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
性

試
験
日　

１
月
下
旬
、
２
月
下
旬

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

問
自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

（
☎
24
・
３
７
９
９
）

相　

談

ひ
き
こ
も
り
等
相
談
窓
口

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
悩
む

青
少
年
と
そ
の
保
護
者

と
き　

１
月
12
日
㈭
、
２
月
９
日

㈭
、
３
月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜
正

午と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

電
話
で
地
域
教
育
推

進
課
へ

問
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

人
権
協
会
の
相
談

■
人
権
あ
れ
こ
れ
相
談

　

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
、
ま

た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
市
民
に
対

し
て
、
自
ら
の
判
断
で
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
助
言
や

情
報
の
提
供
、
関
係
機
関
の
紹

介
・
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
進
路
選
択
支
援
相
談

　

進
学
意
欲
を
有
し
な
が
ら
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

生
徒
に
対
し
て
、
家
庭
状
況
に
見

合
っ
た
相
談
や
個
々
の
課
題
な
ど

に
応
じ
て
適
切
な
助
言
や
情
報
の

提
供
、
関
係
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き　

市
役
所
業
務
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

※
電
話
相
談
も
実
施
。

問
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

無
料
登
記
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

１
月
19
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

土
地
・
建
物
な
ど
の
不
動

産
の
登
記
に
関
す
る
相
談
（
１
人

20
分
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話

で
自
治
協
働
課
へ

問
自
治
協
働
課

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

と
き　

１
月
14
日
㈯
、
２
月
11
日

㈷
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

内
容　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
や

会
社
設
立
な
ど
の
登
記
手
続
き
と
、

債
務
整
理
（
民
事
再
生
・
破
産
）

や
供
託
、
訴
訟
・
調
停
に
関
す
る

書
類
の
作
成
・
手
続
き
な
ど

問
河
内
長
野
司
法
書
士
グ
ル
ー
プ

の
増
田
さ
ん（
☎
55
・
０
８
８
２
）

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
15

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見

制
度
、
離
婚
、
交
通
事
故
、
各
種

許
認
可
な
ど
の
相
談

問
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部
河

内
長
野
グ
ル
ー
プ
の
山
下
さ
ん

（
☎
63
・
８
０
１
６
）

観光パンフレットに
広告を掲載しませんか

　市と観光協会では、市内のウオーキングルー
トや観光スポットを紹介する「かわちながの観
光パンフレット」の発行に協賛し、広告を掲載
いただける企業を募集します。
広告枠の大きさなど　縦３㌢×横７㌢程度▷
カラー印刷可
金額　１枠１万 5000円
発行予定部数　２万部（河
内長野駅前観光案内所や
観光施設などで配布）
申し込み　１月 23 日ま
でに観光協会事務局（産
業観光課内）へ（多数
の場合は選考）
問産業観光課

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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Made in Kawachinagano

15

1製造機械の点検作業をする従業員　2国産のほとんどのア
イスクリームやかき氷に同社は関わっているのだそう　
3会社の今後を語る小森社長、意外にも甘いものは苦手だとか
4職場の明るい雰囲気が伝わる従業員のみなさんと小森社長　

　

本
市
松
ケ
丘
東
町
に
あ
る
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
大
東

食
品
機
械
株
式
会
社
。
今
年
で
創
業

52
周
年
を
迎
え
る
同
社
は
国
産
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
か
き
氷
の
製
造
プ
ラ

ン
ト
の
製
作
を
手
が
け
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
５
割
以
上
、か
き
氷
は
９

割
以
上
と
い
う
国
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
生
産
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
代
表
取
締
役
社
長
小こ

森も
り

靖や
す

司し

さ
ん
は
２
代
目
で
、
元
々
は
父
親
の

脩し
ゅ
う

正せ
い

さ
ん
が
淡
路
島
の
食
品
機
械
メ

ー
カ
ー
を
退
職
し
、昭
和
40
年
に
現
在

の
地
で
事
業
を
興
し
た
の
が
会
社
の
始

ま
り
。
そ
の
後
、昭
和
45
年
に
同
社
が

商
品
の
開
発
を
進
め
て
き
た
こ
と
で

す
」
と
の
答
え
が
。
例
え
ば
同
社
の

従
業
員
が
直
接
メ
ー
カ
ー
の
各
工

場
を
訪
れ
、現
場
の
担
当
者
と
密
に

話
を
す
る
こ
と
で
、問
題
点
や
課
題

を
洗
い
出
し
、一
緒
に
悩
み
、考
え
、

そ
し
て
解
決
し
て
い
く
と
い
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
も
小
さ
い
会
社
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
の
で
す
」と
語
る
小
森
社

長
。「
こ
れ
か
ら
も
会
社
を
大
き
く

す
る
こ
と
よ
り
も
、技
術
力
を
磨
き
、

よ
り
一
層
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る

会
社
を
目
指
し
た
い
」と
い
う
言
葉

に
は
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
の
自
信
と

力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

アイスクリーム
製造機械のトップ企業
大東食品機械株式会社

世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
た「
か
き

氷
製
造
機
」が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と

で
、ほ
と
ん
ど
の
国
内
主
要
メ
ー
カ

ー
と
取
引
す
る
こ
と
に
。
同
社
の
従

業
員
は
16
人
と
い
う
少
人
数
な
が

ら
、お
よ
そ
年
間
20
基
の
プ
ラ
ン
ト

を
生
産
、こ
れ
ま
で
に
製
作
し
た
機

械
は
約 

１
０
０
０
基
に
の
ぼ
り
ま
す
。

「
今
で
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
だ

け
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
大
量
に

生
産
で
き
る
機
械
を
製
造
し
て
い
ま

す
」
と
小
森
社
長
は
胸
を
は
り
ま

す
。
同
社
の
製
造
機
械
を
通
し
て

作
ら
れ
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
は
、
誰
も
が
一

度
は
口
に
し
た
こ
と
が
あ
る
お
な
じ

み
の
商
品
名
が
並
び
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
か
き
氷
の
製
造
機
械
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
同
社
。
小
森
社

長
に
会
社
発
展
の

要
因
を
尋
ね
る
と

「
顧
客
で
あ
る
食

品
メ
ー
カ
ー
の
要

望
に
応
え
る
た
め
、

難
し
い
こ
と
で
あ

っ
て
も
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、

問
題
解
決
や
新
規

▲タッチパネル式全自動ア
イスクリームフリーザー。
1時間に2～3万個分のア
イスクリームが製造できる

大東食品機械株式会社
昭和 40 年創立。アイスクリー
ムとかき氷の製造設備の開発か
ら製造・販売までを一貫して行
う同社は業界トップのメーカー。
松ケ丘東町1348-6 ☎ 53-5768 
http://www.daitofm.co.jp/
index.html

▲タッチパネル式全自動ア
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0120 -930 -073
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